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　本町のコミュニティバスは、

町民を対象に、役場や学校等の

公共施設や町内の医療機関・商

店街を利用していただけるよ

う、町が主体となって計画して

います。

　現在、運行されているコミュ

ニティバスは、一般乗合旅客自

動車運送業者に委託して運行す

る乗合バス（乗車定員11人未満

の車両及び乗合タクシーを含

む）で、公共交通機関である路線バスやえちぜん鉄道の基幹線と実質的に競合することのないよう

に枝線として、松岡地区・永平寺地区・上志比地区の三地区それぞれの地域の交通ネットワークの

要となるよう構築し運用しています。

　現状の課題として、利用者が少なく、町民から

さまざまな意見や要望が寄せられているが、登下

校に合わせた柔軟な対応を重視した場合、路線バ

スやえちぜん鉄道など公共交通機関を守る立場

と、コミュニティバスの利便性を向上させる立場

との狭間に置かれ、町内三地区一円の循環ルート

等の実現が大変困難な現状にあります。

　議会においても、平成27年度中にコミュニティ

バスを含めた公共交通機関の利用状況やアンケートの結果を分析し、公共交通ネットワークの中に

おけるコミュニティバスのあり方を町民の多くの方々と意見交換や情報を駆使して、ニーズに応え

られるコミュニティバス事業にしていきましょう。　　　　　　　　　　　　　  　　（中村　記）

高齢者、要支援・要介護認定者数の推計
　平成27年の65歳以上の人口は5,509人で、要支援・要介護認定者は953人。65歳以上の人口
は、1年に50人前後増加し、平成29年には5,605人となり、要支援・要介護認定者も1,077人と
なる見込みです。65歳以上の人口は平成32年頃にピークを迎えその後は減少しますが、高齢者
比率は年々上昇していく見込みです。

町のコミュニティバス町のコミュニティバス
考えよう！

　　選 択 項 目
週に３日以上
週に１～２日程度
月に数日程度
ほとんど利用しない
利用したことがない
無回答
　　合　　　計

回答数 
  15
  20
  35
170
986
　０

1,226

構成比 
1.2％
1.6％
2.9％

13.9％
80.4％
0.0％

100.0％

参考 平成26年度コミュニティバスに
関するアンケート結果（一部抜粋）

あなたは、永平寺町の
コミュニティバスを
どの程度利用してますか？

問い

変わる介護保険制度変わる介護保険制度
“地域で高齢者を見守りましょう”

1

制度改正内容2

地域包括ケアシステムの姿3

区　分

歳入額

歳出額

収支額

予算額

【平成27年度 運行経費予算】

885万円

5122万円

△4237万円

内　　　訳

県補助金 825万円

乗車料金収入 60万円

運行委託料 4546万円

南地区補助金 576万円

町運行負担金 4237万円

改正項目
介護保険料
利用者負担

高額介護サービス費

特定入居者介護
（予防）サービス費

保険料の軽減

介護予防･日常生活
支援総合事業

特別養護老人ホーム

現行内容 改　正　内　容
5,700円（基準額）
一定以上の所得のある人は２割負担（27年8月より）
医療保険の現役並み所得に相当する方がいる
世帯は月額44,400円（27年8月より）

配偶者所得や預貯金、非課税年金が勘案
（27年8月より）

平成27年４月第１段階５％軽減
平成29年４月第２、第３段階の世帯まで
拡大予定
介護予防訪問介護・介護予防通所介護（要支援1
～2等）は地域支援事業に移行（29年４月より）
新規入居者、原則要介護３以上

特別養護老人ホーム等の利用
者で住民税非課税世帯は申請
基づき食費･居住費を補助

介護予防訪問介護・介護予防
通所介護は介護保険の範囲

5,350円（基準額）
一律１割負担

限度額は一世帯月額37,200円

一定の所得段階層に保険料軽減

制限なし
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一
般
会
計

 

総
務
課

問　

旧
消
防
庁
舎
の
活
用

は
。

答　

教
育
委
員
会
、
公
民
館

の
改
修
も
あ
る
の
で
視
野
に

入
れ
て
再
利
用
し
て
い
く
。

問　

防
犯
や
安
全
策
の
補
助

の
方
向
性
は
。

答　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
補
助

議案第１号
平成26年度一般会計補正予算 可決
議案第２号
平成26年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第３号
平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
議案第４号
平成26年度介護保険特別会計補正予算 可決
議案第５号
平成26年度下水道事業特別会計補正予算 可決
議案第６号
平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第７号
平成26年度上水道事業特別会計補正予算 可決
議案第８号
平成27年度一般会計予算 可決
議案第９号
平成27年度国民健康保険事業特別会計予算 可決
議案第10号
平成27年度後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第11号
平成27年度介護保険特別会計予算 可決
議案第12号
平成27年度下水道事業特別会計予算 可決
議案第13号
平成27年度農業集落排水事業特別会計予算 可決
議案第14号
平成27年度上水道事業会計予算 可決
議案第15号
行政組織条例等の一部を改正する条例の制定 可決
議案第16号
行政手続条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第17号
国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第18号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律
等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決

議案第19号
河川公園条例の一部を改正する条例の制定 可決

第１回定例議会議案

　平成27年第１回永平寺町議会定例会は、２月24日（火）～３月13日（金）まで18日間開催されました。審議された内容
は、次のとおりです。
　なお、永平寺町教育委員会委員には、永平寺町竹原　朝日高範氏を任命同意、永平寺町固定資産評価審査委員会委
員に、永平寺町松岡吉野堺　布目一夫氏、永平寺町志比　山口冨士雄氏、永平寺町藤巻　南部哲氏を選任同意、人権
擁護委員候補者として、永平寺町松岡湯谷　川上貴美子氏の推薦を適任としました。　　　　　議長　川崎　直文

平成27年 第１回定例議会報告平成27年 第１回定例議会報告

議案第20号
障害程度区分判定審査会に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第21号
介護保険条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第22号　指定介護予防支援等の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定 可決
議案第23号
地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の制定 可決
議案第24号　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第25号　指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サー ビスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第26号
空き家等の適正管理に関する条例の制定 可決
議案第27号
下水道条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第28号
福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更 可決
議案第29号
町道の認定 可決
議案第30号
町道の認定変更 可決
議案第31号
工事請負変更契約の締結 可決
議案第32号
教育委員会委員の任命同意 同意
議案第33号
固定資産評価委員会委員の選任 同意
発委第１号
議会委員会条例の一部を改正する条例の制定 可決
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
議案第34号
受変電設備設置工事（その１）の請負契約締結 可決
議案第34号
受変電設備設置工事（その２）の請負契約締結 可決
議案第34号
受変電設備設置工事（その５）の請負契約締結 可決

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等24件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません

  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田
 議案第８号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第11号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
 議案第17号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第18号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第21号 ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
 議案第29号 ○ □ □ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □
 議案第32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

企
画
財
政
課

問　

旧
織
物
会
館
跡
の
施
設

の
目
的
は
。

答　

活
用
に
つ
い
て
は
委
員

会
の
答
申
を
受
け
、
観
光
誘

客
や
地
域
の
多
目
的
利
用
を

考
え
て
い
る
。
建
設
は
27
～

28
年
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

合
併
特
例
債
の
基
金
積

み
立
て
は
考
え
な
い
の
か
。

は
進
め
る
。
安
全
の
た
め
の

看
板
や
ゾ
ー
ン
も
対
応
し
て

い
く
。

問　

防
災
行
政
無
線
の
活
用

と
方
向
性
を
考
え
て
欲
し

い
。

答　

運
用
面
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
永
平
寺
、

上
志
比
地
区
の
ア
ナ
ロ
グ
改

修
も
考
え
て
い
く
。

 

総
務
課

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再

編
検
討
は
３
地
域
を
横
断
す

る
ル
ー
ト
、
生
活
路
線
の
確

保
を
。

答　

路
線
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
多
面

的
、
抜
本
的
に
調
査
検
討
し

て
28
年
に
は
方
向
性
を
示

す
。

 

企
画
財
政
課

問　

永
平
寺
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
策
定
に
は
町
の
特
色
・
独

自
性
が
求
め
ら
れ
る
が
ど
う

す
る
の
か
。

答　

町
の
現
状
を
調
査
し
町

の
特
色
や
独
自
性
や
国
の
デ

ー
タ
を
分
析
し
総
合
戦
略
を

数
値
目
標
と
し
て
策
定
委
員

会
を
中
心
に
策
定
す
る
。

問　

若
者
定
住
支
援
策
と
し

て
の
支
援
策
の
内
容
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
支
援
策
を

見
直
し
、
人
口
増
加
を
図
る

も
の
で
住
宅
地
造
成
適
地
調

査
や
町
Ｐ
Ｒ
事
業
と
合
わ
せ

て
対
応
し
て
い
く
。

 
商
工
観
光
課

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
の
内
容
は
。

答　

国
、
県
の
補
助
を
受

け
、
全
市
町
で
対
応
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
30
％
、
１
２
０
０

０
セ
ッ
ト
発
行
、
商
店
の
負

担
は
な
い
。

 

学
校
教
育
課

問　

吊
り
天
井
撤
去
の
対
象

校
は
。

答　

今
年
は
４
校
（
御
陵
・

志
比
・
志
比
南
・
志
比
北
）

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

26
年
度
３
月
補
正
予
算

　

27
年
度
当
初
予
算

　今補正予算は国の緊急支援交付金事業が主な
もので、学校の体育館耐震化を図るための吊り天
井撤去、消費喚起生活支援型プレミアム商品券の
発行、地方創生先行型永平寺町まち･ひと･しごと

創生総合戦略の策定、定住応援、コミュニティバス
再編調査他である。
　他特別会計、企業会計を含む補正予算案７件を
審査し全て可決した。

委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

地域住民生活等緊急支援
交付金事業の補正予算
地域住民生活等緊急支援
交付金事業の補正予算
地域住民生活等緊急支援
交付金事業の補正予算

平成26年度3月補正予算

　2月24日、当委員会に付託された平成26年度補
正予算７件、平成27年度当初予算７件について３
月５日から11日の４日間にわたり慎重に審議した。
　今年度の当初予算は新体制の初めての予算で
あり、国が掲げる地方創生への対応や、必要な行政
サービスの集約、限られた財源の効率的・効果的な
配分、地方交付税の段階的削減を見据えた財政健
全性の確保、将来にわたるコスト計算等を踏まえて

審議した。
　「人口の減らない町」「活力のある町」への予算
として一般会計予算では31の新規、６の拡充、23
の継続事業があり、主なものに新消防庁舎、永平
寺門前街並み魅力アップ、道の駅、小中学校エアコ
ン整備がある。他特別会計・企業会計を含む提案さ
れた７件の議案について原案の通り可決した。

「人口の減らない町」
　「活力ある町」への予算
「人口の減らない町」
　「活力ある町」への予算　「活力ある町」への予算　「活力ある町」への予算
「人口の減らない町」
　「活力ある町」への予算

平成27年度当初予算一般会計

（前年比8.2％up↑）（前年比8.2％up↑）

97億1809
（前年比8.2％up↑）（前年比8.2％up↑）

万
円
万
円97億1809

2億2954 万
円
万
円2億2954
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答　

今
は
な
い
が
中
期
財
政

に
お
い
て
検
討
も
し
て
い
く
。

問　

広
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

の
役
割
と
活
用
方
法
は
。

答　

旧
３
町
村
間
の
光
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

 

税
務
課

問　

軽
自
動
車
税
の
改
正

は
。

答　

28
年
４
月
１
日
以
降
新

車
登
録
の
車
両
か
ら
、
13
年

以
上
は
増
額
と
な
る
。

問　

昨
年
は
若
手
職
員
も
徴

収
に
出
向
い
た
が
。

答　

訪
問
徴
収
は
若
年
、
管

理
職
員
も
対
応
を
計
画
し
て

い
る
。

 

上
志
比
支
所

問　

葬
祭
費
補
助
の
見
直
し

は
。

答　

検
討
協
議
し
て
い
る
。

問　

旧
公
民
館
解
体
に
設
計

は
必
要
な
の
か
。

答　

建
物
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
）
の
解
体
設
計
業

務
を
業
務
委
託
す
る
予
定
。

 

消
防

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
課

題
が
あ
る
の
で
は
。

答　

更
新
や
配
置
を
検
討
し

町
民
に
広
く
広
報
す
る
。

問　

消
防
車
新
規
配
置
先

は
。

答　

上
志
比
第
１
分
団
に
再

編
計
画
に
基
づ
い
て
対
応
す

る
。

 
住
民
生
活
課

問　

自
動
交
付
機
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開
始

す
る
と
同
時
に
、
本
庁
、
ア

オ
ッ
サ
、
小
浜
は
使
用
で
き

な
く
な
り
撤
去
す
る
。

問　

国
保
へ
の
繰
り
出
し
費

の
状
況
は
。

答　

国
保
税
は
平
成
22
年
に

改
定
し
、
一
般
会
計
か
ら
３

年
間
２
千
万
円
ず
つ
繰
り
入

れ
し
た
。
今
回
は
適
性
な
保

険
税
を
も
ら
う
た
め
繰
り
入

れ
は
考
え
て
い
な
い
。

 

福
祉
保
健
課

問　

子
ど
も
医
療
費
は
窓
口

無
料
化
に
出
来
な
い
の
か
。

答　

要
望
し
て
い
る
の
が
対

応
出
来
て
い
な
い
。

問　

高
齢
者
の
要
介
護
に
な

ら
な
い
予
防
策
は
。

答　

サ
ロ
ン
に
保
健
師
が
出

向
き
対
応
し
て
い
く
。

問　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

一
回
の
み
の
接
種
は
改
善
な

ら
な
い
か
。

答　

現
在
は
一
回
の
み
だ
が

検
討
は
し
て
い
く
。

 

子
育
て
支
援
課

問　

母
親
ク
ラ
ブ
が
地
区
に

よ
っ
て
違
う
が
改
善
は
。

答　

来
年
に
向
け
て
検
討
す

る
。

問　

３
人
目
か
ら
の
保
育
無

料
は
県
内
平
均
化
し
て
い

る
。
更
な
る
今
後
の
方
向
性

は
。

答　

質
の
高
い
保
育
、
定
住

促
進
に
よ
る
子
育
て
世
代
の

受
け
入
れ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

 

学
校
教
育
課

問　

学
校
給
食
は
条
例
化
し

な
い
の
か
。

答　

給
食
無
償
化
は
全
国
の

約
17
自
治
体
で
実
施
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
要
綱
で
実
施
し
て

い
る
。

問　

教
育
資
金
支
援
の
内
容

は
。

答　

教
育
資
金
の
利
子
相
当

分
を
助
成
す
る
内
容
で
す
。

 

生
涯
学
習
課

問　

学
校
体
育
館
以
外
の
施

設
の
吊
り
天
井
の
対
応
は
。

答　

今
後
、
計
画
検
討
し
て

い
く
。

問　

海
外
研
修
の
方
向
性

は
。

答　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の

訪
問
も
視
野
に
派
遣
人
員
も

検
討
し
て
い
く
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

は
他
施
設
に
も
考
え
る
の

か
。

答　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
民
館
主
事
の
役
割
と

先
進
地
の
研
修
を
考
え
て

は
。

答　

集
う
場
の
設
定
、
企
画

支
援
情
報
発
信
等
人
づ
く
り

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。
研

修
も
対
応
す
る
。

 

農
林
課

問　

今
年
の
農
業
政
策
の
重

点
は
。

答　

①
農
業
経
営
の
安
定
と

農
地
集
約
②
米
か
ら
園
芸
作

物
へ
の
転
換
支
援
③
品
質
向

上
と
６
次
産
業
化
支
援
④
耕

作
放
棄
地
の
改
善
。

問　

農
地
中
間
管
理
で
は
今

ま
で
真
面
目
に
対
応
し
て
い

る
団
体
に
補
助
さ
れ
な
い

が
。

答　

こ
れ
ま
で
農
地
の
利
用

集
積
を
行
っ
て
い
る
方
に
対

し
て
国
の
対
応
は
な
い
。

問　

多
面
的
支
払
い
事
業
の

対
応
に
問
題
な
い
か
。

答　

地
元
意
向
を
尊
重
し
て

対
応
し
て
い
く
。

 

商
工
観
光
課

問　

観
光
ま
ち
な
み
魅
力
ア

ッ
プ
事
業
と
は
。

答　

永
平
寺
門
前
の
整
備
で

県
、
大
本
山
永
平
寺
、
町
で

各
々
対
応
。
町
は
町
道
（
旧

参
道
）
整
備
を
県
は
河
川
を

本
山
は
宿
坊
を
整
備
す
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

内
容
は
。

答　

都
市
圏
の
若
者
を
嘱
託

職
員
と
し
て
採
用
し
観
光
復

興
を
図
る
。
任
期
は
１
年
だ

が
３
年
ス
パ
ン
で
。

 

建
設
課

問　

花
谷
か
ら
上
志
比
ま
で

の
町
道
認
定
は
ど
う
し
て

か
。

答　

旧
永
平
寺
町
、
旧
上
志

比
村
時
の
確
認
書
に
基
づ
く

管
理
引
き
継
ぎ
の
た
め
。

問　

石
舟
団
地
の
跡
地
の
対

策
は
。

答　

跡
地
（
民
地
）
に
つ
い

て
は
返
却
す
る
方
向
で
。

問　

道
の
駅
整
備
に
よ
る
地

元
商
店
の
影
響
は
考
え
て
る

か
。

答　

地
元
商
店
に
潤
い
を
与

え
る
よ
う
な
事
業
計
画
か
ど

う
か
審
査
す
る
。

国
保
特
別
会
計

問　

国
保
税
の
改
正
だ
け
で

な
く
一
般
会
計
か
ら
の
支
援

は
。

答　

当
町
の
医
療
費
は
県
内

４
位
国
保
税
は
県
内
12
位
で

あ
り
今
回
は
実
態
に
合
う
税

負
担
を
お
願
い
し
た
い
の
で

考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
別
会
計

問　

今
回
の
計
画
で
は
要
支

援
１
・
２
対
象
者
の
移
向
が

あ
る
が
、
低
所
得
者
の
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

第
１
段
階
は
平
均
の
0.5

倍
、
10
段
階
は
１
・
７
５
倍

を
お
願
い
し
負
担
を
お
願
い

し
た
い
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　町
民
に
必
要
な
予
算
の
あ
る

こ
と
は
認
め
る
が
、
①
消
防
本

署
の
建
設
で
古
い
開
発
セ
ン

タ
ー
の
利
用
の
仕
方
、
道
の
駅

の
場
所
な
ど
、
町
長
が
替
わ
っ

た
時
が
見
直
し
の
機
会
。
②
専

門
職
採
用
の
不
実
施
。
③
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
で
、
個

人
情
報
保
護
に
逆
行
。
④
町
の

高
齢
者
福
祉
の
不
透
明
。
⑤
温

泉
や
河
川
公
園
の
指
定
管
理
業

者
へ
の
対
応
の
問
題
。
⑥
軽
自

動
車
税
の
引
き
上
げ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
地
な
ら
し
で
庶
民
い
じ
め
。

等
の
理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　こ
の
予
算
は
、
直
接
住
民
の

生
活
を
左
右
し
、
そ
の
福
祉
の

い
か
ん
を
決
す
る
も
の
で
あ

り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
保
つ

た
め
に
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

適
切
な
る
自
主
財
源
の
確
保
、

ま
た
歳
出
面
で
は
、
経
常
経

費
、
物
件
費
の
節
減
を
、
投
資

的
経
費
で
は
、
国
や
県
の
補
助

金
事
業
や
合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
事
業
の
推
進
を
図
る
予
算

と
し
、
編
成
さ
れ
て
お
り
、
議

会
と
し
て
、
慎
重
に
審
議
に
当

た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
速
や
か

に
成
立
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成

意
見
と
す
る
。

反
対
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　合
併
後
の
10
年
間
で
自
立
可

能
な
町
と
な
る
よ
う
、
国
か
ら

の
手
厚
い
支
援
が
あ
る
。
し
か

し
、
本
町
は
そ
の
準
備
が
出
来

て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。
未
だ
に
既
存
施
設
の
再
編

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
中
、

道
の
駅
や
織
物
会
館
建
て
替
え

な
ど
新
し
い
ハ
コ
も
の
計
画
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

般
会
計
予
算
に
は
、
反
対
。

賛
成
討
論

　
伊
藤

　
博
夫

　一
般
会
計
予
算
に
賛
成
。
特

に
永
平
寺
開
発
セ
ン
タ
ー
取
り

壊
し
て
の
消
防
本
部
庁
舎
新
築

に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。
こ
れ

ま
で
「
消
防
署
統
合
推
進
特
別

委
員
会
」
で
審
議
し
、
十
分
に

議
論
を
重
ね
て
お
り
予
算
計
上

し
た
も
の
で
賛
成
意
見
と
す

る
。

賛
成
討
論

　
奥
野

　
正
司

　事
業
評
価
に
よ
る
有
効
性
検

証
と
行
政
改
革
に
よ
る
経
費
削

減
を
徹
底
し
た
上
で
、
消
防
関

係
の
総
合
整
備
完
遂
、
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
・
観
光
街
並

み
魅
了
ア
ッ
プ
・
ふ
る
さ
と
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
都
市
公
園

整
備
・
道
の
駅
整
備
等
の
事
業

遂
行
の
為
、
前
年
度
比
増
額
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ち
・
人
・

仕
事
創
生
事
業
の
第
１
歩
で
あ

り
、
永
平
寺
町
が
住
民
に
と
っ

て
住
み
や
す
く
活
力
あ
る
町
と

し
て
有
り
続
け
る
為
に
必
要
な

予
算
と
考
え
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　国
で
は
70
歳
か
ら
の
窓
口
負

担
を
１
割
か
ら
２
割
に
。
さ
ら

に
・
入
院
食
費
の
自
己
負
担
を

一
食
２
６
０
円
か
ら
４
６
０
円

へ
引
き
上
げ
。
大
病
院
へ
の
紹

介
状
な
し
診
療
に
は
５
千
円
〜

１
万
円
の
負
担
を
求
め
る
な

ど
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
加

え
、
負
担
増
が
目
白
お
し
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。

　さ
ら
に
今
予
算
案
に
は
一
人

あ
た
り
年
９
千
円
の
国
保
税
の

値
上
げ
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
だ
け
負
担
増
が
続
く

中
で
の
値
上
げ
は
認
め
ら
れ
な

い
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
加
入
者
の
利
便
性
を
図

り
、
常
に
健
全
に
運
営
さ
れ
て

い
る
。
保
険
税
も
、
県
下
17
市

町
を
み
て
も
低
い
額
に
抑
え
、

加
入
者
の
健
康
管
理
と
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
主
眼

に
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
等
々
を

実
施
し
、
医
療
費
の
高
騰
を
抑

え
る
努
力
を
し
て
お
り
、
低
所

得
者
に
対
し
て
保
険
税
の
減
額

措
置
、
未
納
者
に
対
す
る
納
税

の
相
談
等
、
町
と
し
て
は
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
思

う
。
よ
っ
て
こ
の
予
算
案
に
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上
を

差
別
し
て
医
療
を
行
う
も
の

で
、
さ
ら
に
年
金
収
入
の
多
い

人
を
別
に
し
、
窓
口
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
「
特

別
軽
減
」
が
廃
止
さ
れ
、
保
険

料
が
２
倍
か
ら
10
倍
に
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
人
が
出
て
く
る
こ

と
。　以

前
、
国
は
こ
の
制
度
の
差

別
性
を
認
め
、
制
度
を
廃
止
す

る
と
し
た
が
、
早
く
差
別
医
療

は
止
め
る
べ
き
だ
。

賛
成
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
国

の
制
度
作
り
で
あ
り
、
対
象
と

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
特
別
会
計
予

算
に
賛
成
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

第
６
期
計
画
で
保
険
料
が
月
額

（
基
準
）
３
５
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
引
き
上
げ
額
が
低
額

に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
で
約
６
千
万
円
の
余
り

金
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
前
回

保
険
料
を
引
き
上
げ
す
ぎ
た

か
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
抑
制

さ
れ
た
か
ら
だ
。

　国
は
収
入
の
少
な
い
人
々
の

軽
減
を
基
準
額
の
３
割
に
す
べ

き
と
し
た
が
、
本
町
は
５
割
と

平
成
27
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
９
号

議
案
第
９
号

議
案
第
８
号

議
案
第
８
号

平
成
27
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
10
号

議
案
第
10
号

平
成
27
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
1１
号

議
案
第
1１
号

し
て
い
る
。

　４
月
か
ら
の
介
護
保
険
計
画

で
は
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
か
、
町
の
責
任

で
施
設
整
備
を
行
う
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
不
安
な
内
容
の
た

め
予
算
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　介
護
保
険
制
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
互
い
に
助
け
合
う
国
の
制

度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業

で
あ
り
、
国
の
制
度
だ
か
ら
と

い
っ
て
安
易
に
事
業
を
実
施
す

る
も
の
で
は
な
く
、
永
平
寺
町

民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
利
益

が
得
ら
れ
る
か
町
独
自
の
方
策

等
も
模
索
し
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
29
年
度
か
ら
の
要
支
援

１
・
２
が
、
国
か
ら
町
に
移
行

さ
れ
る
新
た
な
介
護
保
険
制
度

で
の
町
の
取
り
組
み
そ
の
姿
勢

を
期
待
し
、
本
予
算
を
原
案
の

と
お
り
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　今
回
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

額
は
、
一
人
当
た
り
約
９
千
円

と
な
り
、
年
間
約
９
万
４
千
円

と
な
る
。
窓
口
負
担
の
増
や
入

院
給
食
費
の
1.8
倍
も
の
大
幅
値

上
げ
、
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
、
消
費
税
の
値
上
げ
と
、
負

担
ば
か
り
増
え
て
い
る
状
況
の

時
こ
そ
、
一
般
会
計
か
ら
の
支

援
で
、
税
の
引
き
上
げ
を
押
さ

え
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
な
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
反
対
だ
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　国
の
教
育
法
の
改
定
に
伴
う

も
の
だ
が
、
教
育
長
の
身
分

を
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
町
長

部
門
の
特
別
職
と
す
る
も
の

で
、
特
に
行
政
の
教
育
へ
の
権

限
強
化
に
な
る
た
め
教
育
委
員

会
を
行
政
の
下
請
機
関
に
す
る

の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
江
守

　
　
勲

　国
に
お
い
て
教
育
委
員
会
制

度
を
改
正
す
る
た
め
、
平
成
27

年
４
月
１
日
よ
り
関
係
法
令
を

一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

永
平
寺
町
に
お
い
て
も
関
係
す

る
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　河
川
公
園
の
利
用
料
金
を
指

定
管
理
業
者
の
収
入
と
す
る
た

め
の
条
例
の
改
定
だ
が
、
こ
の

指
定
管
理
業
者
は
警
備
部
門
で

不
祥
事
を
何
度
も
起
こ
し
て
き

た
こ
と
か
ら
も
、
こ
ん
な
業
者

を
町
側
か
ら
排
除
す
る
た
め
の

条
項
も
含
め
同
時
に
制
定
す
べ

き
な
の
に
、
そ
れ
す
ら
見
ら
れ

な
い
の
は
問
題
だ
。
行
政
の
責

任
が
果
た
せ
る
内
容
と
す
べ
き

だ
が
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
小
畑

　
　
傅

　常
任
委
員
会
で
は
思
い
違
い

か
ら
反
対
し
た
が
、
指
定
管
理

者
は
公
園
利
用
料
金
を
収
入
と

し
、
差
し
引
い
た
指
定
管
理
料

に
よ
り
管
理
す
る
指
定
管
理
者

制
度
に
合
致
す
る
と
思
う
の
で

こ
れ
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　反
対
の
理
由
の
一
つ
は
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
に
、
国
は
低
所
得
者

の
保
険
料
を
基
準
額
の
３
割
に

引
き
下
げ
る
べ
き
と
指
示
し
て

い
る
。
私
は
繰
り
返
し
国
の
示

す
値
ま
で
下
げ
る
べ
き
だ
と
指

摘
し
て
き
た
が
、
町
は
聞
く
耳

を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
。

　特
に
今
の
介
護
保
険
は
、
低

所
得
者
は
施
設
に
も
入
れ
ず
、

満
足
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
受
け

ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減

は
、
し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
。

賛
成
討
論

　
江
守

　
　
勲

　今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
保

険
料
の
標
準
段
階
が
６
段
階
か

ら
９
段
階
と
な
る
そ
う
で
す

が
、
永
平
寺
町
で
は
、
６
段
階

か
ら
10
段
階
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
所
得
段
階
に
応
じ
た

負
担
を
求
め
る
こ
と
で
、
所
得

の
低
い
方
に
も
必
要
な
配
慮
を

行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ

に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
長
岡
千
惠
子

　低
所
得
者
で
あ
る
第
１
段
階

の
介
護
保
険
料
の
所
得
に
占
め

る
割
合
は
軽
減
措
置
を
含
め
て

３
・
８
５
％
。
高
額
所
得
者
で

あ
る
第
10
段
階
の
介
護
保
険
料

の
所
得
に
占
め
る
割
合
は
２
・

３
９
％
。
低
所
得
者
の
所
得
に

占
め
る
負
担
が
大
き
く
な
り
、

不
公
平
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
案

に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
小
畑

　
　
傅

　高
齢
化
の
な
か
給
付
と
負
担

か
ら
第
６
期
（
平
成
27
年
度
か

ら
）
の
保
険
料
は
第
５
期
の
６

段
階
か
ら
10
段
階
へ
移
行
し
、

負
担
割
合
は
0.5
〜
１
・
７
５
と

収
入
用
件
を
加
味
し
て
い
る
。

又
基
準
月
額
（
1.0
）
も
５
３
５

０
円
か
ら
５
７
０
０
円
に
極
力

抑
え
て
あ
る
。
さ
ら
に
軽
減
処

置
の
基
準
額
が
0.5
か
ら
０
・
４

５
へ
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
こ
れ
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
伊
藤

　
博
夫

　今
回
の
介
護
保
険
料
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
第
１
段
階
・
第

２
段
階
の
基
準
額
を
下
げ
て
は

と
の
反
対
意
見
だ
が
、
低
所
得

者
に
つ
い
て
の
生
活
困
窮
者
や

収
入
が
な
い
方
の
減
額
、
減
免

措
置
を
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
納
税
相
談
等
、
十
分
な
対

応
を
し
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
江
守

　
　
勲

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

国
民
が
助
け
合
う
制
度
で
あ

り
、
現
役
世
代
に
お
い
て
も
保

険
料
を
し
は
ら
っ
て
い
る
中

で
、
所
得
が
低
い
か
た
と
は
い

え
高
齢
者
の
保
険
料
を
極
端
に

軽
減
す
る
こ
と
は
助
け
合
い
の

精
神
を
否
定
し
、
費
用
負
担
の

公
平
性
に
著
し
く
か
け
る
と
思

い
、
こ
れ
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
金
元

　
直
栄

　町
が
示
す
内
容
は
、
低
所
得

者
層
分
45
％
と
し
て
い
る
が
、

国
は
低
所
得
者
層
は
遅
く
と
も

29
年
ま
で
に
は
30
％
に
す
べ
き

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

部
分
に
焦
点
を
当
て
て
30
％
に

す
べ
き
と
の
修
正
案
を
示
し

た
。　特

に
現
代
の
介
護
保
険
は
低

所
得
者
が
十
分
に
利
用
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

は
こ
の
修
正
案
の
よ
う
に
す
べ

き
だ
。

反
対
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　本
条
例
修
正
案
に
お
け
る
財

政
上
の
影
響
は
、
総
体
的
に
見

る
と
僅
か
の
こ
と
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
が
、
公
平
さ
に
欠
け
、

不
公
平
・
不
平
等
で
あ
る
も
の

と
思
う
。
趣
旨
そ
の
も
の
に
は

理
解
で
き
る
が
、
も
し
ど
う
し

て
も
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
な
ら
、
全
て
の
階
層
に
お

い
て
全
て
の
人
を
対
象
と
し
た

改
正
案
を
提
出
す
べ
き
も
の
と

思
う
。
ま
た
、
低
所
得
者
と
い

わ
れ
る
階
層
の
実
態
の
把
握
も

必
要
で
は
無
い
か
。
以
上
、
総

合
的
に
判
断
し
、
修
正
案
に
反

対
意
見
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
長
岡
千
惠
子

　低
所
得
者
で
あ
る
介
護
保
険

料
第
１
段
階
の
保
険
料
を
軽
減

措
置
を
含
め
て
、
基
準
額
の
0.3

に
修
正
す
れ
ば
、
保
険
料
の
所

得
に
占
め
る
割
合
が
２
・
５

６
％
と
な
り
、
高
額
所
得
者
で

あ
る
第
10
段
階
の
保
険
料
の
所

得
に
占
め
る
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ

に
な
る
。
保
険
料
の
差
は
大
き

く
な
る
が
、
真
の
公
平
と
考
え

て
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
奥
野

　
正
司

　保
険
料
収
入
の
伸
び
を
上

回
っ
て
年
々
増
大
す
る
介
護
保

険
給
付
費
、
減
少
し
つ
つ
あ
る

基
金
残
の
現
状
を
踏
ま
え
、
65

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

を
、
所
得
に
応
じ
た
最
低
限
の

負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
、
行
政
も
苦
渋
の
決

断
で
あ
る
。“

小
さ
な
負
担
で

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス”

は
望
ま

し
い
が
、
子
や
孫
へ
の
負
担
の

先
送
り
を
し
な
い
為
に
も
応
分

の
負
担
は
必
要
。
真
に
お
困
り

の
方
に
は
、
行
政
は
生
保
等
制

度
を
適
切
に
運
用
支
援
す
べ

し
。
修
正
動
議
案
に
反
対
。

賛
成
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　保
険
料
の
所
得
段
階
第
１
段

階
に
は
、
年
金
収
入
等
が
年
間

80
万
円
以
下
の
人
が
含
ま
れ
て

い
る
。
月
収
６
万
６
千
円
で
、

そ
れ
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
な
い
。
国
が
基
準
額
に

対
す
る
割
合
を
0.5
か
ら
0.3
に
引

き
下
げ
て
も
い
い
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
２
年
間
遅
ら
せ

る
必
要
は
な
い
。
よ
っ
て
修
正

案
に
賛
成
。

動
議

　
　
　
滝
波
登
喜
男

　産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
第
29
号
町
道
の

認
定
に
つ
い
て
を
、
再
度
委
員

会
で
審
議
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
委
員
会
差
し
戻
し
の
動
議

を
提
案
す
る
。

理
由　こ

の
認
定
の
背
景
に
は
、
合

併
前
、
当
時
の
永
平
寺
町
長
と

上
志
比
村
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福

井
土
木
事
務
所
長
と
の
間
に
、

機
能
補
償
道
路
の
完
成
後
に
は

旧
国
道
４
１
６
号
線
を
町
道
と

し
て
引
き
受
け
る
と
い
う
内
容

の
確
約
書
を
提
出
し
て
い
た
こ

と
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
花
谷
〜
牧
福
島
間

4.4
㎞
の
道
路
維
持
管
理
費
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
見
込
額
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。

賛
成
討
論

　
上
坂

　
久
則

　当
時
の
首
長
よ
り
、
県
に
対

し
て
認
め
る
文
書
が
出
て
い

る
。
今
後
、
永
平
寺
町
と
県
の

信
頼
関
係
を
損
な
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
、
原
案
の
と
お
り

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
奥
野

　
正
司

　機
能
補
償
道
路
が
完
成
し
供

用
さ
れ
た
後
は
、
４
１
６
号
の

重
複
部
分
は
町
管
理
（
町
道
）

に
移
す
と
い
う
地
元
自
治
体
確

認
書
が
あ
る
。
首
長
の
肩
書
を

記
入
し
公
印
押
捺
、
記
号
・
通

番
・
日
付
記
入
の
公
文
書
で
あ

る
。
書
類
は
信
ぴ
ょ
う
性
、
有

効
な
契
約
行
為
を
信
ず
る
に
十

分
で
あ
る
。
10
年
後
に
聞
か
な

か
っ
た
と
、
合
併
後
の
自
治
体

で
あ
る
永
平
寺
町
の
契
約
履
行

行
為
を
否
決
す
る
事
は
、
本
町

が
契
約
行
為
を
行
い
、
契
約
を

守
れ
る
自
治
体
で
は
な
い
と
公

言
す
る
に
同
じ
。
町
道
認
定
に

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
川
治

　
孝
行

　花
谷
〜
牧
福
島
区
間
の
国
道

４
１
６
号
線
の
管
理
引
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、
旧
永
平
寺
町
及
び

旧
上
志
比
村
よ
り
各
々
の
区
間

を
町
道
及
び
村
道
と
し
て
引
受

け
る
確
約
書
が
福
井
土
木
事
務

所
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
確
約
書
（
覚
書
）
は
合
意

事
項
を
書
面
に
示
し
た
も
の
で

あ
り
両
方
の
承
諾
に
よ
っ
て
成

立
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
。
今

後
の
町
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し

町
道
認
定
に
賛
成
す
る
。

平
成
2６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
2６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
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反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　町
民
に
必
要
な
予
算
の
あ
る

こ
と
は
認
め
る
が
、
①
消
防
本

署
の
建
設
で
古
い
開
発
セ
ン

タ
ー
の
利
用
の
仕
方
、
道
の
駅

の
場
所
な
ど
、
町
長
が
替
わ
っ

た
時
が
見
直
し
の
機
会
。
②
専

門
職
採
用
の
不
実
施
。
③
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
で
、
個

人
情
報
保
護
に
逆
行
。
④
町
の

高
齢
者
福
祉
の
不
透
明
。
⑤
温

泉
や
河
川
公
園
の
指
定
管
理
業

者
へ
の
対
応
の
問
題
。
⑥
軽
自

動
車
税
の
引
き
上
げ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
地
な
ら
し
で
庶
民
い
じ
め
。

等
の
理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　こ
の
予
算
は
、
直
接
住
民
の

生
活
を
左
右
し
、
そ
の
福
祉
の

い
か
ん
を
決
す
る
も
の
で
あ

り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
保
つ

た
め
に
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

適
切
な
る
自
主
財
源
の
確
保
、

ま
た
歳
出
面
で
は
、
経
常
経

費
、
物
件
費
の
節
減
を
、
投
資

的
経
費
で
は
、
国
や
県
の
補
助

金
事
業
や
合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
事
業
の
推
進
を
図
る
予
算

と
し
、
編
成
さ
れ
て
お
り
、
議

会
と
し
て
、
慎
重
に
審
議
に
当

た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
速
や
か

に
成
立
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成

意
見
と
す
る
。

反
対
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　合
併
後
の
10
年
間
で
自
立
可

能
な
町
と
な
る
よ
う
、
国
か
ら

の
手
厚
い
支
援
が
あ
る
。
し
か

し
、
本
町
は
そ
の
準
備
が
出
来

て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。
未
だ
に
既
存
施
設
の
再
編

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
中
、

道
の
駅
や
織
物
会
館
建
て
替
え

な
ど
新
し
い
ハ
コ
も
の
計
画
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

般
会
計
予
算
に
は
、
反
対
。

賛
成
討
論

　
伊
藤

　
博
夫

　一
般
会
計
予
算
に
賛
成
。
特

に
永
平
寺
開
発
セ
ン
タ
ー
取
り

壊
し
て
の
消
防
本
部
庁
舎
新
築

に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。
こ
れ

ま
で
「
消
防
署
統
合
推
進
特
別

委
員
会
」
で
審
議
し
、
十
分
に

議
論
を
重
ね
て
お
り
予
算
計
上

し
た
も
の
で
賛
成
意
見
と
す

る
。

賛
成
討
論

　
奥
野

　
正
司

　事
業
評
価
に
よ
る
有
効
性
検

証
と
行
政
改
革
に
よ
る
経
費
削

減
を
徹
底
し
た
上
で
、
消
防
関

係
の
総
合
整
備
完
遂
、
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
・
観
光
街
並

み
魅
了
ア
ッ
プ
・
ふ
る
さ
と
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
都
市
公
園

整
備
・
道
の
駅
整
備
等
の
事
業

遂
行
の
為
、
前
年
度
比
増
額
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ち
・
人
・

仕
事
創
生
事
業
の
第
１
歩
で
あ

り
、
永
平
寺
町
が
住
民
に
と
っ

て
住
み
や
す
く
活
力
あ
る
町
と

し
て
有
り
続
け
る
為
に
必
要
な

予
算
と
考
え
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　国
で
は
70
歳
か
ら
の
窓
口
負

担
を
１
割
か
ら
２
割
に
。
さ
ら

に
・
入
院
食
費
の
自
己
負
担
を

一
食
２
６
０
円
か
ら
４
６
０
円

へ
引
き
上
げ
。
大
病
院
へ
の
紹

介
状
な
し
診
療
に
は
５
千
円
〜

１
万
円
の
負
担
を
求
め
る
な

ど
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
加

え
、
負
担
増
が
目
白
お
し
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。

　さ
ら
に
今
予
算
案
に
は
一
人

あ
た
り
年
９
千
円
の
国
保
税
の

値
上
げ
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
だ
け
負
担
増
が
続
く

中
で
の
値
上
げ
は
認
め
ら
れ
な

い
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
加
入
者
の
利
便
性
を
図

り
、
常
に
健
全
に
運
営
さ
れ
て

い
る
。
保
険
税
も
、
県
下
17
市

町
を
み
て
も
低
い
額
に
抑
え
、

加
入
者
の
健
康
管
理
と
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
主
眼

に
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
等
々
を

実
施
し
、
医
療
費
の
高
騰
を
抑

え
る
努
力
を
し
て
お
り
、
低
所

得
者
に
対
し
て
保
険
税
の
減
額

措
置
、
未
納
者
に
対
す
る
納
税

の
相
談
等
、
町
と
し
て
は
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
思

う
。
よ
っ
て
こ
の
予
算
案
に
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上
を

差
別
し
て
医
療
を
行
う
も
の

で
、
さ
ら
に
年
金
収
入
の
多
い

人
を
別
に
し
、
窓
口
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
「
特

別
軽
減
」
が
廃
止
さ
れ
、
保
険

料
が
２
倍
か
ら
10
倍
に
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
人
が
出
て
く
る
こ

と
。　以

前
、
国
は
こ
の
制
度
の
差

別
性
を
認
め
、
制
度
を
廃
止
す

る
と
し
た
が
、
早
く
差
別
医
療

は
止
め
る
べ
き
だ
。

賛
成
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
国

の
制
度
作
り
で
あ
り
、
対
象
と

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
特
別
会
計
予

算
に
賛
成
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

第
６
期
計
画
で
保
険
料
が
月
額

（
基
準
）
３
５
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
引
き
上
げ
額
が
低
額

に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
で
約
６
千
万
円
の
余
り

金
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
前
回

保
険
料
を
引
き
上
げ
す
ぎ
た

か
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
抑
制

さ
れ
た
か
ら
だ
。

　国
は
収
入
の
少
な
い
人
々
の

軽
減
を
基
準
額
の
３
割
に
す
べ

き
と
し
た
が
、
本
町
は
５
割
と

し
て
い
る
。

　４
月
か
ら
の
介
護
保
険
計
画

で
は
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
か
、
町
の
責
任

で
施
設
整
備
を
行
う
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
不
安
な
内
容
の
た

め
予
算
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　介
護
保
険
制
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
互
い
に
助
け
合
う
国
の
制

度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業

で
あ
り
、
国
の
制
度
だ
か
ら
と

い
っ
て
安
易
に
事
業
を
実
施
す

る
も
の
で
は
な
く
、
永
平
寺
町

民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
利
益

が
得
ら
れ
る
か
町
独
自
の
方
策

等
も
模
索
し
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
29
年
度
か
ら
の
要
支
援

１
・
２
が
、
国
か
ら
町
に
移
行

さ
れ
る
新
た
な
介
護
保
険
制
度

で
の
町
の
取
り
組
み
そ
の
姿
勢

を
期
待
し
、
本
予
算
を
原
案
の

と
お
り
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　今
回
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

額
は
、
一
人
当
た
り
約
９
千
円

と
な
り
、
年
間
約
９
万
４
千
円

と
な
る
。
窓
口
負
担
の
増
や
入

院
給
食
費
の
1.8
倍
も
の
大
幅
値

上
げ
、
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
、
消
費
税
の
値
上
げ
と
、
負

担
ば
か
り
増
え
て
い
る
状
況
の

時
こ
そ
、
一
般
会
計
か
ら
の
支

援
で
、
税
の
引
き
上
げ
を
押
さ

え
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
な
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
反
対
だ
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　国
の
教
育
法
の
改
定
に
伴
う

も
の
だ
が
、
教
育
長
の
身
分

を
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
町
長

部
門
の
特
別
職
と
す
る
も
の

で
、
特
に
行
政
の
教
育
へ
の
権

限
強
化
に
な
る
た
め
教
育
委
員

会
を
行
政
の
下
請
機
関
に
す
る

の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
江
守

　
　
勲

　国
に
お
い
て
教
育
委
員
会
制

度
を
改
正
す
る
た
め
、
平
成
27

年
４
月
１
日
よ
り
関
係
法
令
を

一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

永
平
寺
町
に
お
い
て
も
関
係
す

る
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　河
川
公
園
の
利
用
料
金
を
指

定
管
理
業
者
の
収
入
と
す
る
た

め
の
条
例
の
改
定
だ
が
、
こ
の

指
定
管
理
業
者
は
警
備
部
門
で

不
祥
事
を
何
度
も
起
こ
し
て
き

た
こ
と
か
ら
も
、
こ
ん
な
業
者

を
町
側
か
ら
排
除
す
る
た
め
の

条
項
も
含
め
同
時
に
制
定
す
べ

き
な
の
に
、
そ
れ
す
ら
見
ら
れ

な
い
の
は
問
題
だ
。
行
政
の
責

任
が
果
た
せ
る
内
容
と
す
べ
き

だ
が
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
小
畑

　
　
傅

　常
任
委
員
会
で
は
思
い
違
い

か
ら
反
対
し
た
が
、
指
定
管
理

者
は
公
園
利
用
料
金
を
収
入
と

し
、
差
し
引
い
た
指
定
管
理
料

に
よ
り
管
理
す
る
指
定
管
理
者

制
度
に
合
致
す
る
と
思
う
の
で

こ
れ
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　反
対
の
理
由
の
一
つ
は
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
に
、
国
は
低
所
得
者

の
保
険
料
を
基
準
額
の
３
割
に

引
き
下
げ
る
べ
き
と
指
示
し
て

い
る
。
私
は
繰
り
返
し
国
の
示

す
値
ま
で
下
げ
る
べ
き
だ
と
指

摘
し
て
き
た
が
、
町
は
聞
く
耳

を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
。

　特
に
今
の
介
護
保
険
は
、
低

所
得
者
は
施
設
に
も
入
れ
ず
、

満
足
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
受
け

ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減

は
、
し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
。

賛
成
討
論

　
江
守

　
　
勲

　今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
保

険
料
の
標
準
段
階
が
６
段
階
か

ら
９
段
階
と
な
る
そ
う
で
す

が
、
永
平
寺
町
で
は
、
６
段
階

か
ら
10
段
階
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
所
得
段
階
に
応
じ
た

負
担
を
求
め
る
こ
と
で
、
所
得

の
低
い
方
に
も
必
要
な
配
慮
を

行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ

に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
長
岡
千
惠
子

　低
所
得
者
で
あ
る
第
１
段
階

の
介
護
保
険
料
の
所
得
に
占
め

る
割
合
は
軽
減
措
置
を
含
め
て

３
・
８
５
％
。
高
額
所
得
者
で

あ
る
第
10
段
階
の
介
護
保
険
料

の
所
得
に
占
め
る
割
合
は
２
・

３
９
％
。
低
所
得
者
の
所
得
に

占
め
る
負
担
が
大
き
く
な
り
、

不
公
平
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
案

に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
小
畑

　
　
傅

　高
齢
化
の
な
か
給
付
と
負
担

か
ら
第
６
期
（
平
成
27
年
度
か

ら
）
の
保
険
料
は
第
５
期
の
６

段
階
か
ら
10
段
階
へ
移
行
し
、

負
担
割
合
は
0.5
〜
１
・
７
５
と

収
入
用
件
を
加
味
し
て
い
る
。

又
基
準
月
額
（
1.0
）
も
５
３
５

０
円
か
ら
５
７
０
０
円
に
極
力

抑
え
て
あ
る
。
さ
ら
に
軽
減
処

置
の
基
準
額
が
0.5
か
ら
０
・
４

５
へ
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
こ
れ
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
伊
藤

　
博
夫

　今
回
の
介
護
保
険
料
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
第
１
段
階
・
第

２
段
階
の
基
準
額
を
下
げ
て
は

と
の
反
対
意
見
だ
が
、
低
所
得

者
に
つ
い
て
の
生
活
困
窮
者
や

収
入
が
な
い
方
の
減
額
、
減
免

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
17
号

議
案
第
17
号

河
川
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

河
川
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
19
号

議
案
第
19
号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
21
号

議
案
第
21
号

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
18
号

議
案
第
18
号

措
置
を
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
納
税
相
談
等
、
十
分
な
対

応
を
し
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
江
守

　
　
勲

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

国
民
が
助
け
合
う
制
度
で
あ

り
、
現
役
世
代
に
お
い
て
も
保

険
料
を
し
は
ら
っ
て
い
る
中

で
、
所
得
が
低
い
か
た
と
は
い

え
高
齢
者
の
保
険
料
を
極
端
に

軽
減
す
る
こ
と
は
助
け
合
い
の

精
神
を
否
定
し
、
費
用
負
担
の

公
平
性
に
著
し
く
か
け
る
と
思

い
、
こ
れ
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
金
元

　
直
栄

　町
が
示
す
内
容
は
、
低
所
得

者
層
分
45
％
と
し
て
い
る
が
、

国
は
低
所
得
者
層
は
遅
く
と
も

29
年
ま
で
に
は
30
％
に
す
べ
き

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

部
分
に
焦
点
を
当
て
て
30
％
に

す
べ
き
と
の
修
正
案
を
示
し

た
。　特

に
現
代
の
介
護
保
険
は
低

所
得
者
が
十
分
に
利
用
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

は
こ
の
修
正
案
の
よ
う
に
す
べ

き
だ
。

反
対
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　本
条
例
修
正
案
に
お
け
る
財

政
上
の
影
響
は
、
総
体
的
に
見

る
と
僅
か
の
こ
と
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
が
、
公
平
さ
に
欠
け
、

不
公
平
・
不
平
等
で
あ
る
も
の

と
思
う
。
趣
旨
そ
の
も
の
に
は

理
解
で
き
る
が
、
も
し
ど
う
し

て
も
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
な
ら
、
全
て
の
階
層
に
お

い
て
全
て
の
人
を
対
象
と
し
た

改
正
案
を
提
出
す
べ
き
も
の
と

思
う
。
ま
た
、
低
所
得
者
と
い

わ
れ
る
階
層
の
実
態
の
把
握
も

必
要
で
は
無
い
か
。
以
上
、
総

合
的
に
判
断
し
、
修
正
案
に
反

対
意
見
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
長
岡
千
惠
子

　低
所
得
者
で
あ
る
介
護
保
険

料
第
１
段
階
の
保
険
料
を
軽
減

措
置
を
含
め
て
、
基
準
額
の
0.3

に
修
正
す
れ
ば
、
保
険
料
の
所

得
に
占
め
る
割
合
が
２
・
５

６
％
と
な
り
、
高
額
所
得
者
で

あ
る
第
10
段
階
の
保
険
料
の
所

得
に
占
め
る
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ

に
な
る
。
保
険
料
の
差
は
大
き

く
な
る
が
、
真
の
公
平
と
考
え

て
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
奥
野

　
正
司

　保
険
料
収
入
の
伸
び
を
上

回
っ
て
年
々
増
大
す
る
介
護
保

険
給
付
費
、
減
少
し
つ
つ
あ
る

基
金
残
の
現
状
を
踏
ま
え
、
65

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

を
、
所
得
に
応
じ
た
最
低
限
の

負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
、
行
政
も
苦
渋
の
決

断
で
あ
る
。“

小
さ
な
負
担
で

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス”

は
望
ま

し
い
が
、
子
や
孫
へ
の
負
担
の

先
送
り
を
し
な
い
為
に
も
応
分

の
負
担
は
必
要
。
真
に
お
困
り

の
方
に
は
、
行
政
は
生
保
等
制

度
を
適
切
に
運
用
支
援
す
べ

し
。
修
正
動
議
案
に
反
対
。

賛
成
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　保
険
料
の
所
得
段
階
第
１
段

階
に
は
、
年
金
収
入
等
が
年
間

80
万
円
以
下
の
人
が
含
ま
れ
て

い
る
。
月
収
６
万
６
千
円
で
、

そ
れ
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
な
い
。
国
が
基
準
額
に

対
す
る
割
合
を
0.5
か
ら
0.3
に
引

き
下
げ
て
も
い
い
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
２
年
間
遅
ら
せ

る
必
要
は
な
い
。
よ
っ
て
修
正

案
に
賛
成
。

動
議

　
　
　
滝
波
登
喜
男

　産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
第
29
号
町
道
の

認
定
に
つ
い
て
を
、
再
度
委
員

会
で
審
議
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
委
員
会
差
し
戻
し
の
動
議

を
提
案
す
る
。

理
由　こ

の
認
定
の
背
景
に
は
、
合

併
前
、
当
時
の
永
平
寺
町
長
と

上
志
比
村
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福

井
土
木
事
務
所
長
と
の
間
に
、

機
能
補
償
道
路
の
完
成
後
に
は

旧
国
道
４
１
６
号
線
を
町
道
と

し
て
引
き
受
け
る
と
い
う
内
容

の
確
約
書
を
提
出
し
て
い
た
こ

と
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
花
谷
〜
牧
福
島
間

4.4
㎞
の
道
路
維
持
管
理
費
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
見
込
額
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。

賛
成
討
論

　
上
坂

　
久
則

　当
時
の
首
長
よ
り
、
県
に
対

し
て
認
め
る
文
書
が
出
て
い

る
。
今
後
、
永
平
寺
町
と
県
の

信
頼
関
係
を
損
な
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
、
原
案
の
と
お
り

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
奥
野

　
正
司

　機
能
補
償
道
路
が
完
成
し
供

用
さ
れ
た
後
は
、
４
１
６
号
の

重
複
部
分
は
町
管
理
（
町
道
）

に
移
す
と
い
う
地
元
自
治
体
確

認
書
が
あ
る
。
首
長
の
肩
書
を

記
入
し
公
印
押
捺
、
記
号
・
通

番
・
日
付
記
入
の
公
文
書
で
あ

る
。
書
類
は
信
ぴ
ょ
う
性
、
有

効
な
契
約
行
為
を
信
ず
る
に
十

分
で
あ
る
。
10
年
後
に
聞
か
な

か
っ
た
と
、
合
併
後
の
自
治
体

で
あ
る
永
平
寺
町
の
契
約
履
行

行
為
を
否
決
す
る
事
は
、
本
町

が
契
約
行
為
を
行
い
、
契
約
を

守
れ
る
自
治
体
で
は
な
い
と
公

言
す
る
に
同
じ
。
町
道
認
定
に

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
川
治

　
孝
行

　花
谷
〜
牧
福
島
区
間
の
国
道

４
１
６
号
線
の
管
理
引
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、
旧
永
平
寺
町
及
び

旧
上
志
比
村
よ
り
各
々
の
区
間

を
町
道
及
び
村
道
と
し
て
引
受

け
る
確
約
書
が
福
井
土
木
事
務

所
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
確
約
書
（
覚
書
）
は
合
意

事
項
を
書
面
に
示
し
た
も
の
で

あ
り
両
方
の
承
諾
に
よ
っ
て
成

立
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
。
今

後
の
町
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し

町
道
認
定
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　町
民
に
必
要
な
予
算
の
あ
る

こ
と
は
認
め
る
が
、
①
消
防
本

署
の
建
設
で
古
い
開
発
セ
ン

タ
ー
の
利
用
の
仕
方
、
道
の
駅

の
場
所
な
ど
、
町
長
が
替
わ
っ

た
時
が
見
直
し
の
機
会
。
②
専

門
職
採
用
の
不
実
施
。
③
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
で
、
個

人
情
報
保
護
に
逆
行
。
④
町
の

高
齢
者
福
祉
の
不
透
明
。
⑤
温

泉
や
河
川
公
園
の
指
定
管
理
業

者
へ
の
対
応
の
問
題
。
⑥
軽
自

動
車
税
の
引
き
上
げ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
地
な
ら
し
で
庶
民
い
じ
め
。

等
の
理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　こ
の
予
算
は
、
直
接
住
民
の

生
活
を
左
右
し
、
そ
の
福
祉
の

い
か
ん
を
決
す
る
も
の
で
あ

り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
保
つ

た
め
に
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

適
切
な
る
自
主
財
源
の
確
保
、

ま
た
歳
出
面
で
は
、
経
常
経

費
、
物
件
費
の
節
減
を
、
投
資

的
経
費
で
は
、
国
や
県
の
補
助

金
事
業
や
合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
事
業
の
推
進
を
図
る
予
算

と
し
、
編
成
さ
れ
て
お
り
、
議

会
と
し
て
、
慎
重
に
審
議
に
当

た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
速
や
か

に
成
立
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成

意
見
と
す
る
。

反
対
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　合
併
後
の
10
年
間
で
自
立
可

能
な
町
と
な
る
よ
う
、
国
か
ら

の
手
厚
い
支
援
が
あ
る
。
し
か

し
、
本
町
は
そ
の
準
備
が
出
来

て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。
未
だ
に
既
存
施
設
の
再
編

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
中
、

道
の
駅
や
織
物
会
館
建
て
替
え

な
ど
新
し
い
ハ
コ
も
の
計
画
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

般
会
計
予
算
に
は
、
反
対
。

賛
成
討
論

　
伊
藤

　
博
夫

　一
般
会
計
予
算
に
賛
成
。
特

に
永
平
寺
開
発
セ
ン
タ
ー
取
り

壊
し
て
の
消
防
本
部
庁
舎
新
築

に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。
こ
れ

ま
で
「
消
防
署
統
合
推
進
特
別

委
員
会
」
で
審
議
し
、
十
分
に

議
論
を
重
ね
て
お
り
予
算
計
上

し
た
も
の
で
賛
成
意
見
と
す

る
。

賛
成
討
論

　
奥
野

　
正
司

　事
業
評
価
に
よ
る
有
効
性
検

証
と
行
政
改
革
に
よ
る
経
費
削

減
を
徹
底
し
た
上
で
、
消
防
関

係
の
総
合
整
備
完
遂
、
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
・
観
光
街
並

み
魅
了
ア
ッ
プ
・
ふ
る
さ
と
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
都
市
公
園

整
備
・
道
の
駅
整
備
等
の
事
業

遂
行
の
為
、
前
年
度
比
増
額
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ち
・
人
・

仕
事
創
生
事
業
の
第
１
歩
で
あ

り
、
永
平
寺
町
が
住
民
に
と
っ

て
住
み
や
す
く
活
力
あ
る
町
と

し
て
有
り
続
け
る
為
に
必
要
な

予
算
と
考
え
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　国
で
は
70
歳
か
ら
の
窓
口
負

担
を
１
割
か
ら
２
割
に
。
さ
ら

に
・
入
院
食
費
の
自
己
負
担
を

一
食
２
６
０
円
か
ら
４
６
０
円

へ
引
き
上
げ
。
大
病
院
へ
の
紹

介
状
な
し
診
療
に
は
５
千
円
〜

１
万
円
の
負
担
を
求
め
る
な

ど
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
加

え
、
負
担
増
が
目
白
お
し
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。

　さ
ら
に
今
予
算
案
に
は
一
人

あ
た
り
年
９
千
円
の
国
保
税
の

値
上
げ
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
だ
け
負
担
増
が
続
く

中
で
の
値
上
げ
は
認
め
ら
れ
な

い
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
加
入
者
の
利
便
性
を
図

り
、
常
に
健
全
に
運
営
さ
れ
て

い
る
。
保
険
税
も
、
県
下
17
市

町
を
み
て
も
低
い
額
に
抑
え
、

加
入
者
の
健
康
管
理
と
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
主
眼

に
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
等
々
を

実
施
し
、
医
療
費
の
高
騰
を
抑

え
る
努
力
を
し
て
お
り
、
低
所

得
者
に
対
し
て
保
険
税
の
減
額

措
置
、
未
納
者
に
対
す
る
納
税

の
相
談
等
、
町
と
し
て
は
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
思

う
。
よ
っ
て
こ
の
予
算
案
に
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上
を

差
別
し
て
医
療
を
行
う
も
の

で
、
さ
ら
に
年
金
収
入
の
多
い

人
を
別
に
し
、
窓
口
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
「
特

別
軽
減
」
が
廃
止
さ
れ
、
保
険

料
が
２
倍
か
ら
10
倍
に
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
人
が
出
て
く
る
こ

と
。　以

前
、
国
は
こ
の
制
度
の
差

別
性
を
認
め
、
制
度
を
廃
止
す

る
と
し
た
が
、
早
く
差
別
医
療

は
止
め
る
べ
き
だ
。

賛
成
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
国

の
制
度
作
り
で
あ
り
、
対
象
と

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
特
別
会
計
予

算
に
賛
成
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

第
６
期
計
画
で
保
険
料
が
月
額

（
基
準
）
３
５
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
引
き
上
げ
額
が
低
額

に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
で
約
６
千
万
円
の
余
り

金
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
前
回

保
険
料
を
引
き
上
げ
す
ぎ
た

か
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
抑
制

さ
れ
た
か
ら
だ
。

　国
は
収
入
の
少
な
い
人
々
の

軽
減
を
基
準
額
の
３
割
に
す
べ

き
と
し
た
が
、
本
町
は
５
割
と

し
て
い
る
。

　４
月
か
ら
の
介
護
保
険
計
画

で
は
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
か
、
町
の
責
任

で
施
設
整
備
を
行
う
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
不
安
な
内
容
の
た

め
予
算
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　介
護
保
険
制
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
互
い
に
助
け
合
う
国
の
制

度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業

で
あ
り
、
国
の
制
度
だ
か
ら
と

い
っ
て
安
易
に
事
業
を
実
施
す

る
も
の
で
は
な
く
、
永
平
寺
町

民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
利
益

が
得
ら
れ
る
か
町
独
自
の
方
策

等
も
模
索
し
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
29
年
度
か
ら
の
要
支
援

１
・
２
が
、
国
か
ら
町
に
移
行

さ
れ
る
新
た
な
介
護
保
険
制
度

で
の
町
の
取
り
組
み
そ
の
姿
勢

を
期
待
し
、
本
予
算
を
原
案
の

と
お
り
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　今
回
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

額
は
、
一
人
当
た
り
約
９
千
円

と
な
り
、
年
間
約
９
万
４
千
円

と
な
る
。
窓
口
負
担
の
増
や
入

院
給
食
費
の
1.8
倍
も
の
大
幅
値

上
げ
、
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
、
消
費
税
の
値
上
げ
と
、
負

担
ば
か
り
増
え
て
い
る
状
況
の

時
こ
そ
、
一
般
会
計
か
ら
の
支

援
で
、
税
の
引
き
上
げ
を
押
さ

え
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
な
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
反
対
だ
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　国
の
教
育
法
の
改
定
に
伴
う

も
の
だ
が
、
教
育
長
の
身
分

を
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
町
長

部
門
の
特
別
職
と
す
る
も
の

で
、
特
に
行
政
の
教
育
へ
の
権

限
強
化
に
な
る
た
め
教
育
委
員

会
を
行
政
の
下
請
機
関
に
す
る

の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
江
守

　
　
勲

　国
に
お
い
て
教
育
委
員
会
制

度
を
改
正
す
る
た
め
、
平
成
27

年
４
月
１
日
よ
り
関
係
法
令
を

一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

永
平
寺
町
に
お
い
て
も
関
係
す

る
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　河
川
公
園
の
利
用
料
金
を
指

定
管
理
業
者
の
収
入
と
す
る
た

め
の
条
例
の
改
定
だ
が
、
こ
の

指
定
管
理
業
者
は
警
備
部
門
で

不
祥
事
を
何
度
も
起
こ
し
て
き

た
こ
と
か
ら
も
、
こ
ん
な
業
者

を
町
側
か
ら
排
除
す
る
た
め
の

条
項
も
含
め
同
時
に
制
定
す
べ

き
な
の
に
、
そ
れ
す
ら
見
ら
れ

な
い
の
は
問
題
だ
。
行
政
の
責

任
が
果
た
せ
る
内
容
と
す
べ
き

だ
が
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
小
畑

　
　
傅

　常
任
委
員
会
で
は
思
い
違
い

か
ら
反
対
し
た
が
、
指
定
管
理

者
は
公
園
利
用
料
金
を
収
入
と

し
、
差
し
引
い
た
指
定
管
理
料

に
よ
り
管
理
す
る
指
定
管
理
者

制
度
に
合
致
す
る
と
思
う
の
で

こ
れ
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
金
元

　
直
栄

　反
対
の
理
由
の
一
つ
は
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
に
、
国
は
低
所
得
者

の
保
険
料
を
基
準
額
の
３
割
に

引
き
下
げ
る
べ
き
と
指
示
し
て

い
る
。
私
は
繰
り
返
し
国
の
示

す
値
ま
で
下
げ
る
べ
き
だ
と
指

摘
し
て
き
た
が
、
町
は
聞
く
耳

を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
。

　特
に
今
の
介
護
保
険
は
、
低

所
得
者
は
施
設
に
も
入
れ
ず
、

満
足
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
受
け

ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減

は
、
し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
。

賛
成
討
論

　
江
守

　
　
勲

　今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
保

険
料
の
標
準
段
階
が
６
段
階
か

ら
９
段
階
と
な
る
そ
う
で
す

が
、
永
平
寺
町
で
は
、
６
段
階

か
ら
10
段
階
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
所
得
段
階
に
応
じ
た

負
担
を
求
め
る
こ
と
で
、
所
得

の
低
い
方
に
も
必
要
な
配
慮
を

行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ

に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
長
岡
千
惠
子

　低
所
得
者
で
あ
る
第
１
段
階

の
介
護
保
険
料
の
所
得
に
占
め

る
割
合
は
軽
減
措
置
を
含
め
て

３
・
８
５
％
。
高
額
所
得
者
で

あ
る
第
10
段
階
の
介
護
保
険
料

の
所
得
に
占
め
る
割
合
は
２
・

３
９
％
。
低
所
得
者
の
所
得
に

占
め
る
負
担
が
大
き
く
な
り
、

不
公
平
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
案

に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
小
畑

　
　
傅

　高
齢
化
の
な
か
給
付
と
負
担

か
ら
第
６
期
（
平
成
27
年
度
か

ら
）
の
保
険
料
は
第
５
期
の
６

段
階
か
ら
10
段
階
へ
移
行
し
、

負
担
割
合
は
0.5
〜
１
・
７
５
と

収
入
用
件
を
加
味
し
て
い
る
。

又
基
準
月
額
（
1.0
）
も
５
３
５

０
円
か
ら
５
７
０
０
円
に
極
力

抑
え
て
あ
る
。
さ
ら
に
軽
減
処

置
の
基
準
額
が
0.5
か
ら
０
・
４

５
へ
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
こ
れ
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
伊
藤

　
博
夫

　今
回
の
介
護
保
険
料
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
第
１
段
階
・
第

２
段
階
の
基
準
額
を
下
げ
て
は

と
の
反
対
意
見
だ
が
、
低
所
得

者
に
つ
い
て
の
生
活
困
窮
者
や

収
入
が
な
い
方
の
減
額
、
減
免

措
置
を
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
納
税
相
談
等
、
十
分
な
対

応
を
し
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
江
守

　
　
勲

　介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

国
民
が
助
け
合
う
制
度
で
あ

り
、
現
役
世
代
に
お
い
て
も
保

険
料
を
し
は
ら
っ
て
い
る
中

で
、
所
得
が
低
い
か
た
と
は
い

え
高
齢
者
の
保
険
料
を
極
端
に

軽
減
す
る
こ
と
は
助
け
合
い
の

精
神
を
否
定
し
、
費
用
負
担
の

公
平
性
に
著
し
く
か
け
る
と
思

い
、
こ
れ
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
金
元

　
直
栄

　町
が
示
す
内
容
は
、
低
所
得

者
層
分
45
％
と
し
て
い
る
が
、

国
は
低
所
得
者
層
は
遅
く
と
も

29
年
ま
で
に
は
30
％
に
す
べ
き

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

部
分
に
焦
点
を
当
て
て
30
％
に

す
べ
き
と
の
修
正
案
を
示
し

た
。　特

に
現
代
の
介
護
保
険
は
低

所
得
者
が
十
分
に
利
用
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

は
こ
の
修
正
案
の
よ
う
に
す
べ

き
だ
。

反
対
討
論

　
齋
藤

　
則
男

　本
条
例
修
正
案
に
お
け
る
財

政
上
の
影
響
は
、
総
体
的
に
見

る
と
僅
か
の
こ
と
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
が
、
公
平
さ
に
欠
け
、

不
公
平
・
不
平
等
で
あ
る
も
の

と
思
う
。
趣
旨
そ
の
も
の
に
は

理
解
で
き
る
が
、
も
し
ど
う
し

て
も
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
な
ら
、
全
て
の
階
層
に
お

い
て
全
て
の
人
を
対
象
と
し
た

改
正
案
を
提
出
す
べ
き
も
の
と

思
う
。
ま
た
、
低
所
得
者
と
い

わ
れ
る
階
層
の
実
態
の
把
握
も

必
要
で
は
無
い
か
。
以
上
、
総

合
的
に
判
断
し
、
修
正
案
に
反

対
意
見
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
長
岡
千
惠
子

　低
所
得
者
で
あ
る
介
護
保
険

料
第
１
段
階
の
保
険
料
を
軽
減

措
置
を
含
め
て
、
基
準
額
の
0.3

に
修
正
す
れ
ば
、
保
険
料
の
所

得
に
占
め
る
割
合
が
２
・
５

６
％
と
な
り
、
高
額
所
得
者
で

あ
る
第
10
段
階
の
保
険
料
の
所

得
に
占
め
る
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ

に
な
る
。
保
険
料
の
差
は
大
き

く
な
る
が
、
真
の
公
平
と
考
え

て
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
奥
野

　
正
司

　保
険
料
収
入
の
伸
び
を
上

回
っ
て
年
々
増
大
す
る
介
護
保

険
給
付
費
、
減
少
し
つ
つ
あ
る

基
金
残
の
現
状
を
踏
ま
え
、
65

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

を
、
所
得
に
応
じ
た
最
低
限
の

負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
、
行
政
も
苦
渋
の
決

断
で
あ
る
。“

小
さ
な
負
担
で

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス”

は
望
ま

し
い
が
、
子
や
孫
へ
の
負
担
の

先
送
り
を
し
な
い
為
に
も
応
分

の
負
担
は
必
要
。
真
に
お
困
り

の
方
に
は
、
行
政
は
生
保
等
制

度
を
適
切
に
運
用
支
援
す
べ

し
。
修
正
動
議
案
に
反
対
。

賛
成
討
論

　
滝
波
登
喜
男

　保
険
料
の
所
得
段
階
第
１
段

階
に
は
、
年
金
収
入
等
が
年
間

80
万
円
以
下
の
人
が
含
ま
れ
て

い
る
。
月
収
６
万
６
千
円
で
、

そ
れ
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
も
受

け
ら
れ
な
い
。
国
が
基
準
額
に

対
す
る
割
合
を
0.5
か
ら
0.3
に
引

き
下
げ
て
も
い
い
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
２
年
間
遅
ら
せ

る
必
要
は
な
い
。
よ
っ
て
修
正

案
に
賛
成
。

動
議

　
　
　
滝
波
登
喜
男

　産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
第
29
号
町
道
の

認
定
に
つ
い
て
を
、
再
度
委
員

会
で
審
議
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
委
員
会
差
し
戻
し
の
動
議

を
提
案
す
る
。

理
由　こ

の
認
定
の
背
景
に
は
、
合

併
前
、
当
時
の
永
平
寺
町
長
と

上
志
比
村
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福

井
土
木
事
務
所
長
と
の
間
に
、

機
能
補
償
道
路
の
完
成
後
に
は

旧
国
道
４
１
６
号
線
を
町
道
と

し
て
引
き
受
け
る
と
い
う
内
容

の
確
約
書
を
提
出
し
て
い
た
こ

と
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
花
谷
〜
牧
福
島
間

4.4
㎞
の
道
路
維
持
管
理
費
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
見
込
額
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。

賛
成
討
論

　
上
坂

　
久
則

　当
時
の
首
長
よ
り
、
県
に
対

し
て
認
め
る
文
書
が
出
て
い

る
。
今
後
、
永
平
寺
町
と
県
の

信
頼
関
係
を
損
な
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
、
原
案
の
と
お
り

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
奥
野

　
正
司

　機
能
補
償
道
路
が
完
成
し
供

用
さ
れ
た
後
は
、
４
１
６
号
の

重
複
部
分
は
町
管
理
（
町
道
）

に
移
す
と
い
う
地
元
自
治
体
確

認
書
が
あ
る
。
首
長
の
肩
書
を

記
入
し
公
印
押
捺
、
記
号
・
通

番
・
日
付
記
入
の
公
文
書
で
あ

る
。
書
類
は
信
ぴ
ょ
う
性
、
有

効
な
契
約
行
為
を
信
ず
る
に
十

分
で
あ
る
。
10
年
後
に
聞
か
な

か
っ
た
と
、
合
併
後
の
自
治
体

で
あ
る
永
平
寺
町
の
契
約
履
行

行
為
を
否
決
す
る
事
は
、
本
町

が
契
約
行
為
を
行
い
、
契
約
を

守
れ
る
自
治
体
で
は
な
い
と
公

言
す
る
に
同
じ
。
町
道
認
定
に

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
川
治

　
孝
行

　花
谷
〜
牧
福
島
区
間
の
国
道

４
１
６
号
線
の
管
理
引
継
ぎ
に

つ
い
て
は
、
旧
永
平
寺
町
及
び

旧
上
志
比
村
よ
り
各
々
の
区
間

を
町
道
及
び
村
道
と
し
て
引
受

け
る
確
約
書
が
福
井
土
木
事
務

所
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
確
約
書
（
覚
書
）
は
合
意

事
項
を
書
面
に
示
し
た
も
の
で

あ
り
両
方
の
承
諾
に
よ
っ
て
成

立
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
。
今

後
の
町
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し

町
道
認
定
に
賛
成
す
る
。

町
道
の
認
定

町
道
の
認
定

議
案
第
29
号

議
案
第
29
号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
修
正
案

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
修
正
案

議
案
第
21
号

議
案
第
21
号
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　本
委
員
会
は
、３
月
10
日
に
開
催
し
、

今
議
会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つい
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

議
案
第
17
号

　永
平
寺
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て…

可
決

　税
率
改
正
を
最
小
限
に
と
ど
め
、被
保

険
者
の
負
担
増
の
軽
減
が
計
ら
れ
て
い
る

が
、今
後
と
も
医
療
費
抑
制
の
た
め
の
保

険
事
業
の
強
化
と
保
険
税
納
入
率
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

議
案
第
19
号

　永
平
寺
町
河
川
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て…

可
決

　指
定
管
理
業
者
が
社
会
的
信
用
を
損

な
う
よ
う
な
事
件
等
を
起
こ
し
た
場
合

の
対
処
に
つ
い
て
、関
係
条
例
及
び
協
定

書
に
明
記
す
る
こ
と
。

議
案
第
26
号

　永
平
寺
町
障
害
程
度
区

分
判
定
審
査
会
に
関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て…

可
決

議
案
第
21
号

　永
平
寺
町
介
護
保
険
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て…

否
決

　低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
処
置
を
、

国
が
認
め
る
27
年
度
か
ら
実
施
す
べ
き
。

議
案
第
22
号

　永
平
寺
町
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
わ
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て…

可
決

議
案
第
23
号

　永
平
寺
町
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て…

可
決

議
案
第
24
号

　永
平
寺
町
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て…

可
決

議
案
第
25
号

　永
平
寺
町
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
わ
る

介
護
予
防
の
た
め
に
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て…

可
決

介
護
保
険
料
改
正
案
を
否
決

町
の
空
き
家
条
例
な
ど
を
可
決

　本
委
員
会
は
３
月
10
日
に
全
委
員
出

席
の
も
と
開
催
し
、
総
務
関
係
の
今
議

会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
６
案
件
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

　

議
案
第
15
号

　永
平
寺
町
行
政
組
織
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
案
第
16
号

　永
平
寺
町
行
政
手
続
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
18
号

　地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
26
号

　永
平
寺
町
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
28
号

　福
井
坂
井
地
区
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て議
案
第
31
号

　工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

《
主
な
意
見
》

①
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、

地
方
創
生
戦
略
や
30
年
度
以
降
の
時
期

総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
、
計
画
に
沿

っ
て
実
施
で
き
る
よ
う
庁
内
各
課
の
強

化
を
推
進
す
る
こ
と
。

②
空
き
家
等
の
適
正
管
理
の
条
例
制
定

は
、
町
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
実

現
す
る
た
め
で
、
各
役
割
に
つ
い
て

は
、
「
空
家
対
策
検
討
委
員
会
」
を
立

上
げ
、
空
家
の
あ
る
地
区
の
人
が
委
員

会
へ
参
画
し
た
方
が
良
い
。

　

…
…
…
…
…

採
決
の
結
果
、
委
員
会

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

○
議
案
第
15
号
の
討
論

　地
方
創
生
に
取
り
巻
く
施
策
の
中

で
、
高
齢
者
等
人
的
な
対
策
の
強
化
も

図
ら
れ
る
、
内
容
の
濃
い
組
織
機
構
改

革
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　こ
の
条
例
の
制
定
は
「
市
町
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
創
生
の
総
合
戦

略
で
、
高
齢
者
対
応
・
対
策
の
強
化
及

び
豊
か
な
内
容
あ
る
充
実
し
た
老
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
、
十
分
捉
え
て
い

る
。

常 任 委 員 会 報 告

町
道
の
認
定
及
び
認
定
変
更

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　委
員
長

　中
村
勘
太
郎

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　滝
波
登
喜
男

石川県能登町（のとちょう）
H17年３月１日、能登町・柳田村・内浦町が合併し誕生。人口　19,535人　　面積　273.46㎢
農業（稲作・ブルーベリー・能登牛）漁業（イカ釣り漁・定置網漁、「のと寒ブリ」はブランド）
H26年度一般会計予算規模：142億61百万円　
議員定数14人 常任委員会： 総務産業建設常任委員会　７人
  教育民生常任委員会　　　７人
 特別委員会： 広報編集特別委員会　　　６人

　能登町議会はH26年11月改選後の初議会より、定例会の会期
を１年として、閉会期間を無くす通年会期制を採用した為、通年
議会のメリット、デメリットの実際を視察すべく訪問する。通年
議会のメリットとしては、
　〇町の専決処分が減少し、議会が審議できる案件が多くなる。
　〇導入前よりも十分な審議時間の確保が図れる。
　〇議会運営の充実、活性化が図れる。
…などが期待されるが、能登町も先決処分を減らすこと、議会のタイムリーな議論を期待して採
用した。実質審議時間は増えたが、開催日数が特に増えた訳ではないようで、通年議会制にシフ
トしてまだ日も浅く、目に見えて成果を語るまでにはしばし時間が必要との事であった。
　首長の招集によらずとも議会の判断で本会議を開くことが可能となり、議会運営の充実と機能
の強化に繋がる反面、費用弁償や議会事務局の常時待機状態など議会予算が増加する懸念や、会
議録の迅速な確定に懸念はないかなど、デメリットも考えられ、引き続き通年議会の研究を継続
する必要があると感じました。

通年議会を学んで通年議会を学んで
平成27年２月平成27年２月

　
　
　
　
　
　
　
　産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　朝
井
征
一
郎

　本
委
員
会
は
３
月
11
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
し
、
本
定
例
議
会
で

の
付
託
、
案
件
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

議
案
第
27
号

　永
平
寺
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　下
水
道
へ
排
出
さ
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
は
終
末
処
理
場
で
は
処
理
す
る
事
が

困
難
な
物
質
で
あ
り
条
例
第
11
条
例
第
１
項
第
１
号
の
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の

下
水
道
へ
の
排
出
基
準
値
を
１
ℓ
当
た
り
0.1
㎎
以
下
か
ら
0.03
㎎
に
改
正
す
る

も
の…

委
員
全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
29
号

　町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　機
能
補
償
道
路
の
供
用
に
伴
う
国
道
４
１
６
号
の
永
平
寺
町
花
谷
か
ら
牧

福
島
間
の
管
理
引
継
ぎ
な
ど
８
路
線
を
町
道
に
認
定
し
た
。
機
能
補
償
道
路

関
連
で
県
土
木
と
旧
永
平
寺
町
・
上
志
比
村
と
の
間
で
の
確
約
書
が
交
わ
さ

れ
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。
毎
年
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
反
対
意
見
も

あ
っ
た
が
委
員
賛
成
多
数
可
決

議
案
第
30
号

　町
道
認
定
変
更
に
つ
い
て

　中
部
縦
貫
自
動
車
道
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー
か
ら
松
岡
イ
ン
タ
ー
区

間
の
開
通
に
伴
う
吉
野
地
区
の
町
道
変
更
認
定
で
あ
り
、委
員
全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他

　永
平
寺
町
観
光
物
産
協
会
へ
の
嘱
託
職
員
の
勤
務
内
容
な
ど
。
レ

ン
ガ
館
の
看
板
設
置
、
国
体
開
催
に
向
け
て
花
壇
整
備
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業

支
援
補
助
金
に
つ
い
て
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。

平成27年２月２日（月）～３日（火）

本
会
議
中
議
案
第
29
号
に
対
す
る
動
議
を
受
け
て
３
月
定
例
会
終
了
後

の
３
月
24
日
３
月
定
例
全
員
協
議
会
で
報
告

　国
道
４
１
６
号
線
の
町
道
認
定
に
伴
う
維
持
管
理
費
が
、
概
算
４
８

０
万
円
見
込
ま
れ
る
。
道
路
維
持
管
理
費
と
し
て
交
付
税
算
定
額
約
６

５
０
万
円
が
平
成
29
年
度
か
ら
交
付
さ
れ
る
。

追
記
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一般質問

12

川 治  孝 行 議員

問 永平寺町の地域創生への施策は

答 総合戦略の中で構想を立てる

16名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一般質問一般質問

３月
定例会
３月
定例会

問　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
基
本

方
針
の
３
本
柱
を
捉
え
た
町

の
施
策
は
。

企
画
財
政
課
長　

町
の
実

情
・
現
状
を
分
析
検
討
し
、

何
が
必
要
か
を
見
据
え
策
定

す
る
。

問　
現
在
計
画
し
て
い
る
事

業
が
地
方
版
総
合
戦
略
事
業

と
し
て
取
り
組
め
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

国
の
総
合

戦
略
は
ソ
フ
ト
事
業
中
心
の

戦
略
の
為
、
永
平
寺
町
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
は
取
り

組
め
な
い
。

問　
永
平
寺
「
禅
と
食
と
酒

の
魅
力
味
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
事
業
の
目
的
や
意
味
の

広
報
、
啓
発
及
び
集
客
は
ど

う
す
る
の
か
。	

企
画
財
政
課
長　

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
計
画
を
策
定
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
く
住
民
に

周
知
し
、
地
域
独
自
の
酒
造

り
、
歴
史
、
素
材
に
光
を
当

て
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
地
域
活
力
と
誘
客
を
目

指
す
。

問　
「
永
平
寺
門
前
に
ぎ
わ

い
と
活
力
あ
る
町
な
み
整
備

事
業
」
は
、
地
域
住
民
の
観

光
誘
致
へ
の
自
立
心
と
意
識

の
向
上
を
図
る
事
が
地
域
創

生
に
繋
が
る
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　

門
前
地
区

の
「
禅
の
里
ま
ち
づ
く
り
実

行
委
員
会
」
の
勉
強
会
な
ど

の
活
動
を
側
面
的
に
支
援
す

る
。

問　
永
平
寺
温
泉
と
道
の

駅
を
取
り
巻
く
地
域
の
連
携

は
、
地
域
創
生
に
必
要
な
要

因
と
考
え
る
が
。

建
設
課
長　

地
域
の
特
産

物
、
地
域
住
民
の
声
を
優
先

し
、
各
種
団
体
と
の
連
携
・

協
力
に
努
め
る
提
案
を
最
優

先
し
た
指
定
管
理
者
を
選
定

し
た
い
。

問　
地
方
創
生
は
職
員
の
人

材
育
成
の
研
修
及
び
現
場
で

の
実
践
活
動
の
実
施
が
必
要

と
思
う
が
。

副
町
長　

人
材
育
成
を
目
的

に
、
全
国
市
町
村
職
員
研
修

に
派
遣
し
、
業
務
遂
行
、
計

画
策
定
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

問　
町
内
３
地
域
に
お
け
る

地
域
提
案
型
事
業
へ
の
模
索

と
施
策
は
。

総
務
課
長　

町
民
参
加
型
の

「
永
平
寺
町
未
来
会
議
」
を

初
め
、
各
種
会
議
や
支
援
事

業
の
中
で
考
え
て
い
く
。

問　
地
域
創
生
の
中
で
、
観

光
の
強
化
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
高
め
る
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

商
工
観
光
課
長　

全
国
各
地

に
情
報
発
信
し
、
い
ろ
ん
な

機
会
を
通
じ
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
努
め
た
い
。

門前にぎわいまちづくり

議会・各委員会の議員出欠状況　　○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退　－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

日　付 開催委員会等

上
坂

久
則

滝
波
登
喜
男

長
谷
川
治
人

朝
井
征
一
郎

酒
井
　
　
要

江
守

　
勲

小
畑

　
傅

上
田

誠

金
元

直
栄

樂
間

　
薫

齋
藤

則
男

伊
藤

博
夫

奥
野

正
司

中
村
勘
太
郎

川
治

孝
行

長
岡
千
惠
子

多
田

憲
治

川
崎

直
文

3月13日 定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月13日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月11日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月11日 産業建設常任委員会 ○ ― ○ ○ ― 傍 ― ― ― ○ ― ― ― 傍 ○ 傍 ○ 傍

3月10日 教育民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ 傍 ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― 傍

3月10日 総務常任委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― 傍 ― ○

3月9日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月6日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

3月5日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月4日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月4日 定例会(一般質問3日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月3日 定例会(一般質問2日目) △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月2日 定例会(一般質問1日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

2月24日 定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月24日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月20日 議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

2月20日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月18日 総務常任委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― 傍 ― ○

2月18日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月13日 議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― 傍

2月9日 議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

2月2日 行政視察 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月23日 議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

1月23日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月14日 教育民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― 傍

1月8日 議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― 傍

1月8日 議会運営委員会 ― ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

1月5日 議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― 傍

12月16日 産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○ 傍 ○ 傍

出席回数
会議回数
出 席 率

第２回  6月定例会第２回  6月定例会（予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席にお越しください。
○車椅子でお越しの方は、事務局までご連絡ください。（61-3950）

 ２日 （火） １０ 時～ ［本会議］
 ８日 （月） ９ 日（火）１０日（水）１０時～ ［一般質問］
 １1日 （木） ９ 時～ ［予算決算常任委員会］
 １7日 （水） １０ 時～【予備日】18日（木） ［本会議］

生中継

傍聴にお越しください
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問 納税還付金廃止なら全納報奨金を

答 不公平感等の理由から支払いは困難

多 田  憲 治 議員

中村勘太郎議員

問 九頭竜川を
　　 町の誇るブランドに

答 町独自の宝物！全力で取組む

問 放課後児童クラブのあり方は

答 ソフト面もしっかり対応

長岡千惠子議員

域
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

を
提
案
し
て
い
る
が
、
予
算

の
一
時
的
な
バ
ラ
マ
キ
に
過

ぎ
な
い
。
当
町
に
見
合
っ
た

財
政
支
援
策
と
、
地
元
商
業

者
へ
の
地
域
経
済
育
成
を
図

る
た
め
も
新
年
度
早
々
全
納

し
た
場
合
、
報
奨
金
を
商
品

券
に
替
え
還
付
す
れ
ば
、
一

石
二
鳥
で
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
の
で
は
。

税
務
課
長　

町
税
の
全
額
納

付
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
素
晴
ら
し
い
提
案

だ
が
、
不
公
平
感
等
の
理
由

か
ら
商
品
券
配
布
は
困
難
。

問　
町
内
90
集
落
に
対
し

て
、
納
税
組
合
数
と
納
税
期

限
厳
守
の
３
％
、
年
度
内
納

付
済
の
１
％
支
払
い
還
付
額

は
。

税
務
課
長　

昨
年
度
実
績

で
、
全
59
組
合
中
３
％
支
払

い
は
２
組
合
で
69
万
円･
１

％
支
払
い
は
20
組
合
で
約
２

０
５
万
円
。

問　
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
住
民
の
協

力
な
し
で
収
納
率
向

上
は
困
難
で
、
納
税

還
付
金
廃
止
は
良
策

で
な
い
。

今
議
会
で
地
域
生
活

緊
急
支
援
と
し
て
地

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
の
募
集
で
、
嘱
託
職
員

の
募
集
要
件
に
資
格
の
記
載

が
無
か
っ
た
が
。

子
育
て
支
援
課
長　

今
ま
で

は
、
資
格
要
件
は
無
か
っ
た

が
、
平
成
27
年
度
か
ら
保
育

士
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す

る
者
、
あ
る
い
は
高
校
卒
業

者
等
で
２
年
以
上
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
事
業
あ
る
い
は

そ
れ
に
類
し
た
事
業
に
従
事

し
た
者
と
な
っ
た
。
４
月
か

ら
新
し
い
指
導
員
は
、
元
教

員
と
２
年
以
上
の
指
導
員
経

験
者
を
採
用
し
た
。

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が

流
行
し
て
学
級
閉
鎖
等
に
な

っ
た
場
合
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

朝
か
ら

児
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
れ
を
し

て
い
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
症
状
の
あ
る
お
子
様
は

遠
慮
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

学
級
閉
鎖
等
に
な
っ
た
場
合

は
、
基
本
的
に
は
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
も
閉
鎖
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
保
護
者
は
働
い

て
い
る
の
で
柔
軟
な
対
応
も

必
要
で
あ
る
。
マ
イ
コ
ッ
プ

や
マ
イ
水
筒
の
持
参
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が

働
い
て
い
る
こ
と
も
考
え
な

が
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
や
衛
生
面
の
対
応
を
し
っ

か
り
考
え
る
。

施
設
の
整
備
等
に
協
力
、
ア

ラ
レ
ガ
コ
も
商
品
開
発
を
行

い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

支
援
を
し
た
い
。
本
町
の
資

源
と
し
て
情
報
発
信
し
、
販

路
開
拓
費
用
の
一
部
助
成
に

取
り
組
む
。

問　
衣
・
食
・
住
を
総
合

し
た
、
地
方
創
生
「
九
頭
竜

川
を
ブ
ラ
ン
ド
」
に
と
発
信

す
る
に
は
永
平
寺
町
が
最
適

だ
。
ぜ
ひ
、
県
と
ス
ク
ラ
ム

問　
壊
す
に
は
惜
し
い
空
き

家
を
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し

て
町
の
人
口
増
に
役
立
て
ら

問　
再
建
さ
れ
る
建
物
に
つ

い
て
、
策
定
委
員
会
は
二
階

建
て
を
望
む
声
が
多
い
。
県

の
事
業
は
、
既
存
の
建
物
を

改
築
し
て
利
用
す
る
。
屋
外

の
多
目
的
広
場
の
整
備
も
あ

る
が
、
屋
外
で
は
冬
季
間
は

ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
屋
内
の
ホ
ー
ル

問　
九
頭
竜
川
は
本
町
の
流

域
が
最
も
変
化
が
あ
り
、
景

観
も
際
立
っ
て
良
好
。
何
よ

り
も
他
県
に
な
い
川
魚
の
種

類
が
豊
富
な
宝
庫
。
九
頭
竜

川
に
魅
せ
ら
れ
、
本
町
に
住

み
た
い
方
が
一
目
で
分
か
る

移
住
計
画
書
や
、
移
住
さ
れ

た
区
民
へ
の
対
応
等
、
今
現

在
の
取
り
組
み
は
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
作
成

し
て
い
な
い
が
、
地
方
創
生

は
、
都
会
か
ら
地
方
へ
人
や

お
金
を
移
し
、
永
平
寺
町

地
域
社
会
を
豊
か
に
す
る
政

策
。
定
住
生
活
情
報
の
作
成

に
向
け
取
り
組
む
。

問　
食
の
ブ
ラ
ン
ド（
鮎・サ

ク
ラ
マ
ス
・
ア
ラ
レ
ガ
コ
）の

恵
み
を
生
か
し
、
特
別
に
頑

張
る
企
業
や
団
体
か
ら
支
援

や
要
望
の
協
力
依
頼
は
な
か

っ
た
の
か
。行
政
の
取
り
組

み
は
。

農
林
・
商
工
観
光
課
長　

中

部
漁
協
が
進
め
る
ア
ユ
と
サ

ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
の
安
定
し

た
放
流
を
目
指
す
中
間
育
成 税についてのポスター

が
必
要
。
総
合
的
に
建
物
は

二
階
建
て
に
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

旧
織
物
会

館
は
二
階
建
て
だ
っ
た
の

で
、
意
匠
を
継
承
す
る
こ
と

も
目
指
し
て
い
た
の
で
、
十

分
検
討
す
る
。

問　
こ
の
事
業
の
推
進

で
、
22
名
の
方
で
構
成
す
る

委
員
の
方
に
旧
織
物
会
館
や

旧
役
場
だ
っ
た
こ
と
を
十
分

説
明
し
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

旧
織
物
会

館
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
策

定
委
員
会
の
中
で
説
明
し

た
。

問　
建
物
を
復
元
さ
せ
、
松

岡
地
区
の
活
性
化
を
図
り
、

惹
い
て
は
永
平
寺
町
全
体
の

に
ぎ
わ
い
を
創
設
す
る
目
的

だ
。
策
定
委
員
会
を
５
回
開

催
し
、
今
な
お
、
２
階
建
て

と
か
平
屋
建
て
と
か
論
じ
て

い
る
こ
と
は
大
変
遺
憾
だ
。

委
員
の
方
々
の
貴
重
な
意
見

を
無
駄
に
せ
ず
、
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
。

町
長　

地
域
の
交
流
の
場
で

あ
っ
た
り
観
光
の
場
で
あ
っ

た
り
絞
れ
て
い
な
い
。
一
度

答
申
を
見
て
考
え
を
示
し
な

が
ら
進
む
。

九頭竜川

れ
な
い
か
。
空
き
家
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
、
特
に
貸
し
て
も

良
い
と
い
う
回
答
は
無
か
っ

た
の
か
。

建
設
課
長　

賃
貸
ま
た
は
売

却
意
向
の
所
有
者
２
件
の
う

ち
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
希

望
が
１
件
、
そ
の
他
将
来
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
の
回
答
１

件
。
貸
し
た
い
と
い
う
回
答

は
少
数
。

問　
松
岡
地
区
の
学
園
都

市
を
生
か
し
県
と
町
が
連
携

し
、
空
き
家
に
大
学
生
・
専

門
学
校
学
生
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
と
し
て
住
ま
せ
て
あ
げ
る

の
も
人
口
増
対
策
。
そ
の
為

に
は
持
ち
主
へ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
、
両
親
へ
の
地
酒
プ

レ
ゼ
ン
ト
等
、
町
民
挙
げ
て

学
生
を
歓
迎
す
る
の
も
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
の
役
割
。
町
の

良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
え

ば
、
就
職
・
結
婚
に
と
地
道

な
活
動
が
定
住
に
つ
な
が
る

の
で
は
。

町
長　

福
井
大
学
と
は
包
括

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
学
生

と
コ
ラ
ボ
を
組
み
、
話
し
な

が
ら
町
に
住
ん
で
も
ら
え

ば
、
町
の
大
き
な
人
口
増
対

策
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

を
組
み
、
決
し
て
町
が
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

町
長　

町
独
自
の
強
い
宝
で

あ
る
。
永
平
寺
町
の
ブ
ラ
ン

ド
だ
と
位
置
づ
け
、
関
係
団

体
、
ま
た
県
と
協
力
し
、
し

っ
か
り
取
り
組
む
。

空
き
家
を
学
生
の
共
同
住
居
に

現
状
を
把
握
し
検
討
す
る

問答

旧
織
物
会
館
を
二
階
建
に

要
望
事
項
を
十
分
検
討

問答

旧織物会館

旧
織
物
会
館
跡
地
ど
う
す
る
の

松
岡
地
域
の
交
流
の
場
に

問答
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問 27年度の予算の特徴は

答 観光振興と災害対策

上 坂  久 則 議員

小 畑  　 傅 議員

問

答

指定管理者制度を問う

民間事業者の経営手法の活用

問 活気ある温かな地域づくりを

答 安心・安全対策を図る

朝井征一郞議員

問　
松
岡
河
川
公
園
は
日

本
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
の

公
認
第
一
号
コ
ー
ス
が
あ

り
、
町
内
や
県
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
。
平

成
25
年
度
よ
り
（
株
）
コ
ー

ワ
が
指
定
管
理
者
と
し
て
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
（
５
年

間
）
町
の
示
し
た
管
理
仕
様

書
に
は
公
園
内
の
禁
止
項
目

の
中
で
規
定
に
違
反
し
た
時

は
使
用
の
停
止
・

退
去
を
命
ず
る
事

が
で
き
る
と
あ

る
。
こ
れ
を
受
け

（
株
）
コ
ー
ワ
の

業
務
計
画
書
に
は

「
弊
社
は
、
機
械

警
備
事
業
認
定
の

会
社
と
し
て
３
６

５
日
24
時
間
の
体

制
が
構
築
さ
れ
て

い
る
」
と
し
「
そ

の
業
務
を
通
じ
て

…
常
に
注
意
し
て

問　
安
心
な
地
域
づ
く
り

は
、
国
と
地
方
が
連
携
し
て

防
災
・
防
犯
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
。
土
砂
災
害
や
水

害
等
が
多
発
す
る
今
日
、
町

と
し
て
は
、
防
災
対
策
へ
の

取
り
組
み
、
交
通
安
全
対
策

や
地
域
防
犯
対
策
と
し
て
通

学
路
の
安
全
向
上
へ
の
取
り

組
み
等
を
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

防
災
対
策
に
つ

い
て
は
、
気
象
警
報
や
地
震

発
生
等
の
防
災
情
報
を
、
正

確
に
速
や
か
に
住
民
の
皆
様

に
伝
達
す
る
。
防
犯
対
策
に

つ
い
て
は
、
通
学
路
普
及
促

進
事
業
を
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
通
学
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
、
交

通
安
全
対
策
と
し
て
、
修
繕

及
び
新
設
な
ど
を
実
施
し
、

通
学
路
等
の
安
全
対
策
を
図

か
っ
て
い
く
。

運
営
」
さ
ら
に
「
施
設
内
に

不
審
者
等
が
侵
入
し
た
場
合

…
弊
社
警
備
会
社
と
し
て
の

特
性
を
生
か
し
、
設
備
警
備

教
育
を
受
け
た
人
員
の
配
置

を
行
う
」
と
書
い
て
あ
る
。

ま
た
、
防
犯
事
案
の
発
生
時

の
対
応
で
は
「
原
則
、
自
己

及
び
他
人
の
生
命
、
身
体
の

安
全
を
優
先
す
る
」
と
し
、

防
犯
事
案
の
処
理
で
は
「
直

ち
に
警
察
に
通
報
す
る
。
犯

人
の
人
相
、
着
衣
、
言
葉
な

ま
り
…
記
録
す
る
。
決
し
て

無
理
せ
ず
、
安
全
を
第
一
と

す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
自
分
達
は
警
備

会
社
だ
か
ら
管
理
は
任
せ
て

欲
し
い
と
暗
に
言
っ
て
い
る

と
思
う
。
し
か
し
同
社
は
昨

問　
27
年
度
当
初
予
算
の
特

徴
、
編
成
方
針
は
。

町
長　

地
方
創
生
を
念
頭

に
、
大
型
事
業
の
継
続
・
施

設
修
理
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

町
民
の
自
主
性
に
期
待
し
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
。　

問　
目
玉
施
策
と
は
。　

企
画
財
政
課
長　

一
点
目
は

観
光
振
興
を
主
と
し
た
。
松

岡
地
区
の
ふ
る
さ
と
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
永
平
寺
地
区

の
永
平
寺
門
前
観
光
町
並
み

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
、
上
志
比

問　
地
方
創
生
交
付
金
で

地
域
住
民
な
ど
の
緊
急
支
援

策
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

が
発
行
さ
れ
る
が
、
こ
の
商

品
券
発
行
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
い
で
い
く
為

に
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

割
合
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
発
行
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

町
と
し
て

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
事
業
を
計
画
し
て
い

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
北
陸
自
動
車
道
・
中
部
縦

貫
自
動
車
道
直
結
で
本
町

は
何
を
す
べ
き
か
」「
農
協

改
革
の
中
、本
町
農
業
の
進

む
道
は
」

地
区
の
道
の
駅
で
あ
る
。

二
点
目
は
災
害
対
策
と
し
て

新
消
防
庁
舎
建
設
、
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
、
高
機
能

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
等
の
防

災
強
化
事
業
が
あ
る
。

問　
小
中
学
生
の
遠
距
離
通

学
の
補
助
金
（
総
額
約
53
万

円
の
費
用
）
を
教
育
投
資
と

し
て
政
策
判
断
し
て
は
。
児

童
生
徒
の
通
学
交
通
費
用
は

無
料
化
す
べ
き
。

学
校
教
育
課
長　

補
助
要
綱

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
お
り 松岡河川公園

る
。
町
内
商
店
で
使
用
で
き

る
商
品
券
の
購
入
に
際
し
、

30
％
の
割
増
し
を
行
い
、
一

枚
千
円
の
商
品
券
13
枚
つ
づ

り
で
１
セ
ッ
ト
一
万
三
千
円

分
を
一
万
円
で
販
売
、
発
行

は
一
万
二
千
セ
ッ
ト
、
総
額

一
億
五
千
六
百
万
円
を
考
え

て
い
る
。
４
月
末
頃
の
発
売

を
今
商
工
会
と
協
議
中
で
あ

る
。

提
案　
商
品
券
の
発
行
支

援
は
消
費
喚
起
策
と
し
て
、

期
待
感
が
も
て
る
政
策
だ
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

す
る
事
で
、
地
元
の
商
店
街

で
買
い
物
を
し
て
頂
き
、
消

費
を
呼
び
起
こ
す
起
爆
剤
に

も
な
る
。
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
多
子
世
帯
向
け
に
は
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
事
前
予
約
も

行
う
な
ど
、
工
夫
を
し
て
は

永平寺町プレミアム商品券（見本）

ど
う
か
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
高
齢
者
の
孤
独
死
を
防

ぐ
、
認
知
症
早
期
発
見
の

対
策
を
」
「
買
い
物
難
民

支
援
策
に
つ
い
て
」

一
定
の
負
担
継
続
を
お
願
い

し
た
い
。

問　
子
育
て
を
大
事
に
す

る
永
平
寺
町
、
義
務
教
育
の

機
会
均
等
の
考
え
方
に
基
づ

き
無
料
化
を
政
策
判
断
す
べ

き
。

町
長　

公
共
交
通
の
調
査
実

施
後
に
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
地
方
創
生
の
具
体
策
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
設
置
」
「
観
光
を
活
用

し
た
活
性
化
策
」

年
８
月
５
日
警
備
業
違
反
の

疑
い
で
福
井
県
警
か
ら
書
類

送
検
さ
れ
て
い
る
。
本
町
も

こ
れ
に
対
応
す
べ
き
と
思
う

が
。

建
設
課
長　

コ
ー
ワ
の
計
画

書
は
、
河
川
公
園
の
特
殊
性

か
ら
、
国
土
交
通
省
か
ら
の

河
川
情
報
に
注
意
し
て
緊
急

時
に
対
応
す
る
取
り
組
み
が

書
い
て
あ
る
と
思
う
。
故
に

警
備
業
務
と
は
別
の
業
務
と

考
え
る
。
但
し
４
月
１
日
以

降
、
基
本
協
定
書
の
中
で
、

今
後
そ
う
い
っ
た
行
為
が
あ

っ
た
場
合
に
指
定
管
理
者

を
取
り
消
す
追
加
事
項
を
加

え
、
業
務
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。

町
長　

協
定
書
の
中
で
事
業

者
と
町
は
、
警
備
部
門
と
し

て
直
接
契
約
を
結
ん
で
い
な

い
。
法
的
に
言
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
こ
れ
を
取
り
上
げ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思

う
。

地
域
住
民
生
活
等

　
　
　
　
緊
急
支
援
と
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

問答
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江 守 　  勲 議員

問 ふくいしあわせ国体の準備は

答 国体に向けてしっかり取り組む

樂 間 　  薫 議員

問

答

特産品を生かした商品の開発は

安定供給が大きな課題

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

は
ど
の
よ
う
な
事
を
す
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

選
手
・
観

客
等
の
来
場
者
受
付
や
資
料

配
布
等
を
行
う
受
付
案
内

係
、
休
憩
場
で
の
郷
土
料

落
の
届
出
状
況
は
如
何
か
。

総
務
課
長　

町
内
全
90
組
織

の
う
ち
59
組
織
が
届
け
出
。

う
ち
36
が
区
長
兼
務
。
23
が

区
長
以
外
代
表
者
に
。
23
組

織
の
中
、
13
組
織
が
消
防
Ｏ

Ｂ
等
が
代
表
と
な
っ
た
。

問　
組
織
強
化
体
制
リ
ー
ダ

ー
の
要
件
、
特
に
①
防
災
に

知
識
が
あ
っ
て
、
関
心
が
高

い
か
②
非
常
時
の
現
場
の
状

況
を
取
り
仕
切
る
力
が
あ
る

か
③
消
火
、
救
助
、
避
難
誘

導
、
安
否
確
認
な
ど
に
関
す

る
知
識
や
知
恵
が
あ
る
か
。

永
平
寺
消
防
Ｏ
Ｂ
に
は
、
消

防
職
員
の
退
職
者
や
各
集
落

に
は
Ｏ
Ｂ
の
消
防
団
員
が
い

る
。
町
民
の
人
命
と
財
産
を

守
り
、
安
心
・
安
全
の
為
に

問 組織強化に対し行政の後押しを

答 側面からサポート

長谷川治人議員

そ
の
商
品
の
売
れ
行
き
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

農
林
課
長　

町
内
の
女
性
企

業
組
合
グ
ル
ー
プ
が
商
品
開

発
し
た
、
サ
ク
ラ
マ
ス
を
使

っ
た
バ
ー
ガ
ー
と
葉
っ
ぱ
寿

司
が
大
好
評
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も

出
店
し
試
食
会
等
を
行
い
好

評
を
得
た
。
こ
の
商
品
を
作

る
に
当
た
り
、
先
ず
サ
ク
ラ

マ
ス
の
安
定
供
給
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
近
々
中
部
漁

協
に
お
い
て
サ
ク
ラ
マ
ス
の

種
苗
施
設
の
整
備
を
し
、
稚

魚
の
放
流
で
安
定
し
た
量
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
今
年
度
当
初
予
算
の
自

主
防
災
組
織
強
化
事
業
と
し

て
報
償
費
１
５
１
万
６
千
円

計
上
。
自
主
防

災
組
織
の
代
表

者
が
中
心
と
な

っ
て
継
続
的
に

活
動
が
で
き
る

よ
う
に
、
組
織

強
化
体
制
を
図

る
た
め
に
代
表

者
の
報
償
費
を

創
設
。

　

過
去
に
は
ほ

と
ん
ど
の
代
表

が
毎
年
変
わ
る

区
長
で
あ
っ

た
。
以
前
か
ら
、
複
数
年
の

継
続
依
頼
は
あ
っ
た
が
ほ

と
ん
ど
の
代
表
が
区
長
で
あ

る
。
十
分
な
活
動
が
で
き
て

い
る
の
か
。

　

行
政
も
反
省
を
含
め
、
活

性
化
改
善
の
為
に
本
気
で
今

回
組
織
強
化
体
制
を
図
る
。

　

３
月
２
日
現
時
点
で
各
集

問　
強
い
永
平
寺
町
づ
く
り

に
本
町
の
産
業
の
発
展
は
不

可
欠
で
あ
る
。
昨
年
10
月
開

催
の
職
の
恵
み
フ
ェ
ア
に
出

店
さ
れ
た
事
業
所
が
工
夫
し

て
地
元
の
特
産
品
を
生
か
し

た
新
商
品
を
販
売
し
、
多
く

の
商
品
が
完
売
し
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
５

ヶ
月
余
り
が
経
過
し
た
今
、

の
補
助
要
綱
で
は
、
国
体
の

開
催
経
費
に
係
る
県
か
ら
の

補
助
は
３
分
２
、
プ
レ
大
会

は
２
分
の
１
と
な
っ
て
い
る

が
、
経
費
総
額
に
対
し
て
の

補
助
率
で
は
な
く
、
か
な
り

厳
し
い
制
限
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
福
井
県
で
は
、
開

催
運
営
補
助
金
の
交
付
要
綱

は
平
成
29
年
度
当
初
に
策
定

さ
れ
る
。

問　
１
競
技
・
１
会
場
で
の

人
員
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
か

生
涯
学
習
課
長　

先
催
県
で

問　
ふ
く
い
国
体
の
町
と

し
て
の
位
置
付
け
は
。

生
涯
学
習
課
長　

活
力
あ
る

町
、
強
い
永
平
寺
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
国
体
を
位
置
付

け
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
町

民
の
認
識
や
意
欲
を
さ
ら
に

高
め
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残

る
真
心
の
こ
も
っ
た
大
会
を

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
目
指

し
て
い
き
た
い
。

問　
国
体
の
予
算
の
財
源

は
。

生
涯
学
習
課
長　

先
催
県

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
は
、
職
員

が
約
90
名
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
約
１

１
０
名
ほ
ど
配
置

さ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
は
、
職
員

が
約
30
名
前
後
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

約
40
名
ほ
ど
配
置

さ
れ
て
お
り
、
本

町
で
は
、
１
日
当

た
り
必
要
な
最

大
人
員
は
、
職

員
で
１
５
０
名
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
１
９
０
名
が
必
要
と

な
る
。
職
員
１
５
０
名
は
、

本
町
で
は
確
保
で
き
な
い
の

で
、
実
行
委
員
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
対
応
し
た
い
。

消火栓ホース格納箱

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
観
光
客
の
誘
客
に
つ
い

て
」

ソフトボール競技

地
域
の
防
災
力
及
び
自
主
防

災
組
織
の
育
成
・
指
導
等
多

種
多
様
な
消
防
力
を
育
む
修

練
を
積
み
重
ね
て
き
た
精
鋭

者
。
モ
チ
は
モ
チ
屋
、
こ
う

い
っ
た
方
達
こ
そ
が
自
主
防

災
組
織
の
中
で
牽
引
力
を
大

い
に
発
揮
し
て
欲
し
い
。

　

行
政
は
、
区
長
会
宛
届
出

依
頼
が
提
出
さ
れ
た
が
、
一

方
的
な
お
願
い
だ
け
で
は
、

ま
た
区
長
と
な
り
、
何
も
変

わ
ら
な
い
。
今
後
は
、
行
政

と
相
互
に
選
考
し
た
り
、
行

政
か
ら
の
後
押
し
が
必
要
な

の
で
は
。

総
務
課
長　

こ
れ
は
行
政
の

為
の
も
の
で
は
な
い
。
自

助
、
共
助
の
観
点
か
ら
集
落

で
の
取
り
組
み
が
目
的
。
ま

ず
地
域
で
守
っ
て
頂
く
こ
と

を
前
提
に
、
運
営
を
地
域
主

導
で
行
う
こ
と
が
非
常
に
重

要
。
趣
旨
ご
理
解
の
う
え
代

表
者
を
選
出
願
う
。

町
長　

人
選
に
大
変
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
行
政
も
側
面
か

ら
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
を
さ

せ
て
頂
く
。

食の恵みフェア

こ
れ
が
完
成
す
る
と
サ
ク
ラ

マ
ス
を
使
用
し
た
商
品
、
質

の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
化
と
本
格

的
な
販
売
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
。

商
工
観
光
課
長　

販
売
し
た

商
品
の
イ
ベ
ン
ト
後
の
売
れ

行
き
や
問
い
合
わ
せ
状
況
に

つ
い
て
は
今
後
出
店
さ
れ
た

事
業
所
に
伺
っ
て
い
く
。

問　
県
が
福
丼
県
を
宣
言
し

丼
物
に
関
す
る
課
題
が
少
し

ず
つ
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、

福
井
市
内
で
は
福
丼
県
の
白

い
の
ぼ
り
を
多
く
目
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
町
で
の

状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

今
の
と
こ

ろ
１
事
業
所
１
品
目
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

提
案　
一
般
町
民
を
対
象

に
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
丼
物

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
い
て
は

ど
う
か
。
本
町
の
食
材
の
使

っ
た
丼
物
が
で
き
た
ら
、
ど

の
飲
食
店
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
良
い
と
思
う

が
。

理
・
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
等

を
す
る
お
も
て
な
し
係
、
観

客
の
誘
導
係
、
会
場
周
辺
の

交
通
整
理
係
な
ど
様
々
な
活

動
が
あ
り
、
各
大
会
ま
で
に

３
～
４
回
の
研
修
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
国
体
で
来
町
さ
れ
た
人

を
ど
う
観
光
誘
客
に
つ
な
げ

る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

こ
の
機
会

を
逃
す
こ
と
な
く
、
永
平
寺

町
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
も

の
、
町
内
で
し
か
味
わ
え
な

い
も
の
を
広
く
情
報
発
信
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。
27
年

度
か
ら
は
、
国
体
を
見
据
え

本
格
的
に
門
前
ま
ち
な
み
整

備
を
推
進
し
て
い
く
。
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奥 野  正 司 議員

問 固定資産税課税誤りによる
　　　　　　　返還金リスクは

答 過誤納返還金取扱要綱を
　　　　　　　早急に定める

問 第6期介護保険計画と施設整備

答 民間の経営からノウハウを活用したい

金 元  直 栄 議員

ま
た
は
研
修
機
関
等
で

の
研
修
を
考
え
て
み
て

は
。
ま
た
一
定
の
期
間

を
定
め
た
人
事
交
流
を

行
う
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

副
町
長　

民
間
機
関
と

の
、
職
員
の
派
遣
、
ま

た
人
事
交
流
等
は
可
能

で
あ
る
が
、
民
間
企
業

へ
の
職
員
派
遣
は
今
の

問 平成27年度の予算、編成方針は

答 限られた財源を効率よく
　　　　　　　　計画を持って配分

齋 藤  則 男 議員

問　
本
町
の
職
員
の
研
修
が

大
変
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
職
員
の
研
修
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
に
立
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

か
。

副
町
長　

職
員
研
修
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
民
目
線
に
立

っ
た
対
応
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
県
や
国
の
研

修
所
等
に
お
い
て
実
施
し
て

笑顔で応対する職員

問　
27
年
度
に
始
ま
る
第

６
期
介
護
保
険
計
画
の
特
徴

は
、
要
支
援
者
が
介
護
保
険

か
ら
外
さ
れ
る
な
ど
、
制
度

が
大
き
く
変
わ
る
。
本
町
で

要
支
援
を
町
の
支
援
事
業
に

移
行
す
る
の
は
、
29
年
度
と

い
う
が
、
施
設
整
備
計
画
は

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
町
の
責
任
で
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

第
６
期
計

画
で
は
、
小
規
模
多
様
能
型

の
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
を
予
定
し
て
い
る
。
施

設
の
整
備
は
、
事
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
民
間
の
力
を
活

用
し
、
地
域
密
着
型
の
施
設

を
、
交
付
金
を
利
用
し
て
設

備
す
る
計
画
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
特
定
空
家
の
認
定
に
か

か
る
課
税
台
帳
閲
覧
等
、

個
人
情
報
管
理
の
徹
底

は
」

い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
窓
口
職
員
に
対
す
る
特

別
な
研
修
、
接
客
応
対
の
よ

う
な
研
修
を
実
施
し
て
い
る

の
か
。

副
町
長　

こ
こ
数
年
実
施
し

て
い
な
い
。
今
後
は
前
向
き

に
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

問　
国
、
県
の
研
修
機
関
に

と
ら
わ
れ
ず
、
民
間
の
企
業

問　
総
務
省
に
よ
る
と
平
成

21
～
23
年
度
の
全
国
市
町
村

に
お
け
る
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
税
額
修
正
件
数

は
納
税
者
の
延
べ
人
数
39
万

人
、
92
％
の
回
答
市
町
村
の

内
、
97
％
で
修
正
あ
り
。
本

町
の
最
近
５
年
間
の
税
額
修

正
件
数
は
何
件
か
。

税
務
課
長　

２
０
５
件
。

問　
固
定
資
産
税
課
税
は
税

務
課
が
現
況
確
認
し
課
税
標

準
額
を
算
定
。
本
町
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
実
地
調
査

は
。

税
務
課
長　

固
定
資
産
評
価

員
等
に
よ
る
実
地
調
査
を
年

１
回
は
実
施
と
規
定
。
現
実

に
は
毎
年
の
全
筆
調
査
は
不

可
能
。

問　
固
定
資
税
納
税
者

は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
第

１
期
納
期
限
日
迄
の
縦
覧
期

間
に
、
土
地
価
格
・
家
屋
価

格
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
課
税

バ
ラ
ン
ス
や
、
課
税
台
帳
閲

覧
に
て
登
記
上
区
分
と
課
税

上
区
分
の
検
証
可
。
納
税
者

問　
歳
入
財
源
の
確
保

は
、
滞
納
処
分
の
徴
収
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

企
画
財
政
課
長　

地
方
交
付

税
は
前
年
と
同
額
の
予
算
を

計
上
し
て
お
り
、
補
正
予
算

の
財
源
と
し
て
留
保
し
て
い

る
。

税
務
課
長　

職
員
に
よ
る
納

税
相
談
、
文
書
に
よ
る
納
税

の
催
告
、
臨
戸
や
強
制
執
行

を
伴
う
納
税
交
渉
及
び
徴
収

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
経
常
経
費
の
伸
び
率
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
そ
の

中
で
物
件
費
の
抑
制
策
は
と

ら
れ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

経
常
経
費

伸
び
率
と
し
て
は
3.3
％
増
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
費
の
賄
い
材
料
費
を
控

除
し
た
額
と
比
較
す
る
と
0.5

％
減
で
、
抑
制
が
図
ら
れ
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
地
区
か
ら
の
要
望
事
業

に
つ
い
て
」
「
平
成
27
年

度
の
教
育
方
針
に
つ
い

て
」

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
し

か
し
、
民
間
企
業
か
ら
の
講

師
と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
は

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

米
価
の
下
落
補
て
ん
を

農
業
情
勢
を
見
な
が
ら
考
え
る

問答
問　
安
倍
首
相
が
農
業
を

成
長
産
業
に
し
、
農
業
収
入

を
倍
増
す
る
と
言
い
出
し
て

か
ら
、
米
価
は
下
が
り
続
け

て
い
る
。
小
売
価
格
は
そ
れ

程
下
が
っ
て
い
な
い
が
、
生

産
者
米
価
は
生
産
原
価
の
約

一
万
五
千
三
百
円
を
大
幅
に

下
回
り
、
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
一
本
分
が
何
と
、
県

産
米
で
67
円
と
、
水
よ
り
安

い
。
地
域
経
済
を
支
え
る
た

め
に
も
、
町
と
し
て
落
下
補

て
ん
を
す
べ
き
だ
。

多
く
の
生
産
組
合
も
赤
字

を
出
し
て
い
る
と
い
う
点
も

不
安
だ
。

農
林
課
長　

米
の
直
接
支
払

い
制
度
は
、
平
成
30
年
か
ら

廃
止
。
町
で
は
現
在
、
米
の

下
落
補
て
ん
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
国
の
制
度
で
ナ
ラ
シ

対
策
は
あ
る
。
価
格
補
て
ん

の
多
く
は
Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
の
農

業
情
勢
を
見
な
が
ら
と
考
え

て
い
る
。

問　
全
国
の
自
治
体
で
一
斉

に
作
る
計
画
に
独
自
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
地
方

の
人
口
減
の
原
因
分
析
も
な

し
に
計
画
を
作
る
の
か
。
若

い
人
が
生
活
も
出
来
な
い
労

働
条
件
は
正
せ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

地
方
の
人

口
減
、
解
決
へ
残
さ
れ
た
時

間
は
少
な
く
、
住
民
と
共
に

地
方
創
生
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

町
長　

町
の
戦
略
会
議
を
設

け
、
今
後
五
年
間
の
数
値
目

へ
の
開
示
制
度
案
内
は
積
極

的
に
薦
め
る
べ
き
。
縦
覧
期

間
中
の
課
税
台
帳
写
し
等
手

数
料
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

税
務
課
長　

縦
覧
期
間
中
の

縦
覧
は
無
料
、
名
寄
帳
の
コ

ピ
ー
は
１
枚
10
円
、
納
税
義

務
者
１
人
当
り
最
高
３
０
０

円
迄
。

問　
２
月
に
課
税
評
価
額
の

相
違
か
ら
24
年
間
に
亘
る
固

定
資
産
税
の
過
誤
納
付
が
判

明
し
た
。
当
初
、
地
方
税
法

上
の
時
効
５
年
を
適
用
、
５

年
間
の
修
正
還
付
の
方
針
が

示
さ
れ
た
が
、
全
国
的
に
地

裁
や
最
高
裁
判
例
で
過
誤
課

税
し
た
自
治
体
が
敗
訴
。
70

％
以
上
の
自
治
体
が
既
に
過

誤
納
返
還
金
取
扱
要
綱
を
作

成
し
、
原
則
10
年
、
証
明
で

き
る
領
収
書
が
あ
れ
ば
20
年

等
の
還
付
を
定
め
る
。
東
京

都
も
平
成
９
年
に
作
成
、
福

井
市
も
最
長
20
年
還
付
を
定

め
る
。
本
町
や
近
隣
市
に
過

誤
納
返
還
金
取
扱
要
綱
は
あ

る
か
。

税
務
課
長　

本
町
は
な
い
。

福
井
・
坂
井
・
大
野
・
勝
山

市
は
あ
る
。

問　
過
誤
納
金
は
高
利
率
の

還
付
加
算
金
が
伴
い
、
期
限

を
定
め
ず
証
明
で
き
る
も
の

は
早
く
返
す
こ
と
が
最
大
の

リ
ス
ク
管
理
。
過
誤
納
返
還

金
取
扱
要
綱
の
制
定
を
検
討

す
べ
き
。

町
長　

過
誤
納
返
還
金
取
扱

要
綱
に
つ
い
て
は
早
急
に
作

り
た
い
。

標
を
定
め
、
計
画
が
金
太
郎

ア
メ
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
町
の

独
自
性
を
盛
り
込
ま
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

職
員
の
意
識
改
革
に
は

　
　

 

　
　

  

研
修
が
必
要

チ
ー
ム
永
平
寺
町
役
場
で
進
め
る

問答

な
ぜ
今
地
方
創
生
な
の
か

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い

問答
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問 公共施設の再配置計画を急げ

答 60施設を対象に作業中

滝波登喜男議員

伊 藤  博 夫 議員

問

答

難題をクリアしてマラソン大会を

交通規制等がネックに

問 公民館活動の方針を掲げるべき

答 活動の拠点として掲げ推進する

上  田   誠 議員

問　
公
民
館
活
動
は
地
域
の

要
と
し
て
、
住
民
自
治
と
地

域
連
帯
で
「
地
域
づ
く
り
」

「
人
づ
く
り
」
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
、
基
本
方
針
を

掲
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

生
涯
学
習
課
長　

地
域
の
活

力
促
進
に
繋
が
る
活
動
の
拠

点
と
し
て
推
進
を
図
る
。

問　
活
動
の
基
本
方
針
、
重

点
目
標
を
明
文
化
し
具
体
策

を
示
す
べ
き
。

教
育
長　

方
針
、
目
標
を
設

定
し
、
地
域
密
着
で
支
援
を

し
て
い
く
。

問　
各
集
落
公
民
館
（
セ
ン

タ
ー
）
も
公
民
館
と
位
置
づ

け
支
援
す
る
体
制
が
必
要
。

生
涯
学
習
課
長　

各
会
館

（
セ
ン
タ
ー
）
に
公
民
館
主

事
が
出
向
き
支
援
を
は
か
っ

て
い
く
。

問　
活
動
先
進
地
の
視
察
研

修
で
各
地
区
で
の
活
動
や
仕

組
み
作
り
の
後
押
し
を
。

教
育
長　

で
き
る
限
り
対
応

し
た
い
。

問　
平
成
24
年
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
私
が
理
事
者

に
質
問
を
し
た
と
き
は
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
事
業
は
平
成
24
年
度
に
お

い
て
は
、
３
つ
の
課
題
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
の
準
備
期
間

で
、
他
市
町
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
等
を
研
究
し
な
が
ら
永
平

寺
町
の
特
色
を
生
か
し
た
大

会
を
検
討
し
、
平
成
25
年
度

に
向
け
て
開
催
し
た

い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
何
故
、
平
成

25
・
26
年
度
に
開
催

し
な
か
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

マ

ラ
ソ
ン
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
マ
ラ
ソ

ン
の
コ
ー
ス
並
び
に

距
離
等
検
討
し
て
、

10
案
程
度
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
提
出
し
た

が
、
コ
ー
ス
の
決
定

に
い
た
ら
な
か
っ
た

の
が
現
状
。
フ
ル
マ

問　
第
６
期
の
介
護
保
険
計

画
は
要
支
援
１・２
対
象
者
の

給
付
→
総
合
支
援
へ
の
移
行

に
よ
り
、そ
の
受
け
皿
と
な

る
組
織
、団
体
、体
制
が
重
要

と
な
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

29
年
度
以

降
に
向
け
て
受
け
皿
と
な
る

事
業
者
の
整
備
、要
綱
を
備
え

実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　
地
域
ケ
ア
会
議
の
整

備
、団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
生
活
支
援
を
支
え

る
組
織
の
構
築
と
育
成
は
。

福
祉
保
健
課
長　

生
活
支
援

の
協
議
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
設
け
マ
ン
パ
ワ
ー
、場
所
の
確

保
、後
継
者
の
育
成
等
の
課
題

に
対
応
し
て
い
く
。

問　
町
の
重
要
な
施
策
、専

門
性
、人
員
が
必
要
と
な
る

対
応
は
。

町
長　

必
要
と
な
れ
ば
専
門

の
室
も
考
え
て
い
く
。

問　
人
口
規
模
の
縮
小
や
少

子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展

に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
そ
の
も
の
に
大
き
な
変

革
が
求
め
ら
れ
、
公
共
施
設

も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

量
を
見
据
え
、
規
模
の
適
正

化
や
用
途
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
。
公
共
交
通
施
設
の
再

配
置
計
画
の
作
業
は
、
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

学
校
、
幼
児
園

を
除
い
た
60
施
設
を
対
象
に

し
て
い
る
。
昭
和
56
年
以
前

の
建
物
10
施
設
の
改
修
、
取

り
壊
し
を
判
断
し
、
そ
の
他

10
施
設
を
含
め
た
20
施
設
に

つ
い
て
取
り
壊
し
、
ま
た
は

譲
渡
と
い
っ
た
方
向
性
を
検

討
し
て
い
る
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、県
は

坂
井
地
区
の
在
宅
医
療
介
護

連
携
に
学
べ
と
言
っ
て
い
る
。

本
町
の
取
り
組
み
は
ま
た
、

介
護
予
防
の
柱
で
あ
る
サ
ロ

ン
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、老
人
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

を
。

福
祉
保
健
課
長　

在
宅
医
療

の
た
め
に
他
職
種
連
携
の
勉

強
会
を
行
っ
て
い
て
、今
月
か

ら
協
議
会
を
発
足
し
協
議
し

て
い
く
。課
題
は
、福
井
大
学

問　
県
の
観
光
新
戦
略
の

中
で
、
一
番
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
恐
竜
博
と
朝
倉
遺
跡

で
、
大
本
山
永
平
寺
は
だ
い

ぶ
下
位
に
な
っ
て
い
る
。
な

ぜ
か
。
ま
た
、
本
山
が
宿
坊

の
建
設
や
中
国
訪
問
な
ど
積

ラ
ソ
ン
の
場
合
、
堤
防
敷
を

走
る
と
町
内
の
応
援
の
方
が

い
な
い
。
で
は
町
内
を
走
る

コ
ー
ス
に
す
る
と
、
国
道
並

び
に
県
道
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

の
踏
切
等
々
の
交
通
規
制
等

の
関
係
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

色
々
検
討
し
た
結
果
、
見
送

ろ
う
と
い
う
こ
と
と
な
っ

た
。

問　
大
本
山
の
観
光
客
が
も

の
大
変
落
ち
込
ん
で
お
り
、

町
や
門
前
街
で
は
危
機
感
を

も
っ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
県
内
で
の
イ
ベ
ン

ト
の
帰
り
に
観
光
客
が
寄
る

と
の
こ
と
か
ら
、
永
平
寺
町

に
お
い
て
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

等
を
含
む
イ
ベ
ン
ト
を
各
課

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
は
大
丈
夫
か

今
後
２
年
で
方
向
性
を
決
め
実
施
す
る

問答

問　
保
護
者
か
ら
喜
ば
れ

て
い
る
学
校
給
食
に
元
気
な

高
齢
者
が
作
る
野
菜
を
。地

域
と
の
交
流
も
含
む
食
育
の

更
な
る
充
実
を
。

学
校
教
育
課
長　

積
極
的
な

地
場
産
野
菜
の
活
用
で
地
域

の
潤
い
と
、
お
ば
ち
ゃ
ん
達

の
生
き
が
い
や
笑
顔
と
生
き

た
食
育
を
図
る
。

問　
当
町
の
売
り
は
子
育

て
、
教
育
の
町
!!
保
護
者
と

の
信
頼
関
係
の
為
に
も
設
備

整
備
、
調
理
員
の
研
修
の
充

挙
げ
て
企
画
し
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

町
長　

Ａ
新
聞
に
よ
れ
ば
北

陸
新
幹
線
で
行
き
た
い
所

【
１
位
】
兼
六
園
、
【
２

位
】
黒
部
ダ
ム
、
【
３
位
】

黒
部
峡
谷
、
【
４
位
】
永
平

寺
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
禅

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
参
ろ
ー
ど

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
等
を

議会基本条例

旅
行
会
社
が
企
画
し
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
町
の
新
し

い
資
源
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

要
望　
議
会
基
本
条
例
に

よ
り
、
実
施
計
画
の
策
定
・

変
更
又
は
廃
止
に
つ
い
て
は

議
会
の
議
決
事
件
で
あ
る
。

そ
の
都
度
議
会
に
提
示
し
て

頂
き
た
い
。

在
宅
医
療
の
取
り
組
み
は

今
月
か
ら
協
議
開
始

問答

病
院
と
の
協
力
体
制
と
福
井

市
、坂
井
市
と
の
連
携
だ
と
考

え
て
い
る
。ま
た
、サ
ロ
ン
事
業

の
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女

性
で
、男
性
参
加
者
を
増
や
す

た
め
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
い
。

大
本
山
の
観
光
に
町
は
率
先
し
て

側
面
的
支
援
と
い
う
ス
タ
ン
ス

問答

極
的
に
動
い
て
い
る
。
町
が

率
先
し
て
行
う
べ
き
で
は
。

商
工
観
光
課
長　

県
は
、
恐

竜
も
朝
倉
も
生
ま
れ
た
ば
か

り
で
も
う
少
し
磨
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
今

ま
で
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
門

前
の
皆
様
に
新
た
な
認
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
前
向
き

に
動
い
て
頂
く
中
で
、
町
と

し
て
は
行
政
主
導
で
は
な

く
、
側
面
的
に
支
援
す
る
ス

タ
ン
ス
で
い
ま
す
。

実
も
欠
か
せ
な
い
。

学
校
教
育
課
長　

生
き
た
食

育
や
地
産
地
消
、
信
頼
関
係

で
相
乗
効
果
の
あ
る
町
の
事

業
に
育
て
る
。

喜
ば
れ
る
学
校
給
食
を
目
指
し
て

生
き
た
食
育
、潤
い
あ
る
地
産
地
消
で

問答

旧上志比公民館
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開会①

文字告知放送
開会②

文字告知放送
一般質問(１日目①）
川治孝行議員　多田憲治議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
中村勘太郎議員
小畑傳議員
文字告知放送
一般質問(１日目③）
朝井征一郎議員
上坂久則議員
長谷川治人議員

文字告知放送
一般質問(２日目①）
樂間薫議員　江守勲議員
齋藤則男議員
文字告知放送

00

59

00

13

00

46

00

30

00

13

00

59

一般質問(１日目③）
朝井征一郎議員
上坂久則議員
長谷川治人議員

文字告知放送
一般質問(２日目①）
樂間薫議員　江守勲議員
齋藤則男議員
文字告知放送
一般質問(２日目②）
金元直栄議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問(２日目③）
上田誠議員
伊藤博夫議員
文字告知放送
一般質問(３日目①）
滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目①）

文字告知放送

00

13

00

59

00

58

00

20

00

20

00

41

一般質問(２日目②）
金元直栄議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問(２日目③）
上田誠議員
伊藤博夫議員
文字告知放送
一般質問(３日目①）
滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目③）

文字告知放送

00

58

00

20

00

20

00

41

00

06

00

12

予算決算常任委員会
（１日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目②）

文字告知放送
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56

00

54
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05
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01

00

29

00

47

予算決算常任委員会
（１日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目③）

文字告知放送

00

06

00

12

00

56

00

54

00

05

00

01

予算決算常任委員会
（３日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（４日目①）

文字告知放送
本会議①

文字告知放送
本会議②

文字告知放送
本会議③

文字告知放送

00

07

00

14

00

36

00

46

00

15

00

25

開会①

文字告知放送
開会②

文字告知放送
一般質問(１日目①）
川治孝行議員　多田憲治議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
中村勘太郎議員
小畑傳議員
文字告知放送

00

59

00

13

00

46

00

30

４月25日（土）４月２４日（金） ４月26日（日） ４月27日（月） ４月28日（火） ４月29日（水） ４月30日（木）時 時

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
２０１5年４月24日（金）～５月６日（水）
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予算決算常任委員会
（３日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（４日目①）

文字告知放送
本会議①

文字告知放送

00

29

00

47

00

07

00

14

00

36

00

46

予算決算常任委員会
（４日目①）

文字告知放送
本会議①

文字告知放送
本会議②

文字告知放送
本会議③

文字告知放送

00

36

00

46

00

15

00

25

本会議②

文字告知放送
本会議③

文字告知放送

開会①

文字告知放送
開会②

文字告知放送

00

15

00

25

00

59

00

13

一般質問(１日目①）
川治孝行議員　多田憲治議員
長岡千惠子議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
中村勘太郎議員
小畑傳議員
文字告知放送
一般質問(１日目③）
朝井征一郎議員
上坂久則議員
長谷川治人議員

文字告知放送
一般質問(２日目①）
樂間薫議員　江守勲議員
齋藤則男議員
文字告知放送
一般質問(２日目②）
金元直栄議員
奥野正司議員
文字告知放送
一般質問(２日目③）
上田誠議員
伊藤博夫議員
文字告知放送

00

46

00

30

00

13

00

59

00

58

00

20

一般質問(３日目①）
滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（１日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目①）

文字告知放送

00

20

00

41

00

06

00

12

00

56

00

54

予算決算常任委員会
（２日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（２日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会
（３日目④）

文字告知放送

00

05

00

01

00

29

00

47

00

07

00

14

５月２日（土）５月１日（金） ５月３日（日） ５月４日（月） ５月５日（火） ５月６日（水）時 時
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委 

員 

長

　
長

　
岡

　
千
惠
子

　
副
委
員
長

　
樂

　
間

　
　
　
薫

　
委

　
　
員

　
　
江
守

　
　
勲
・
上
田

　
　
誠

　
　
金
元

　
直
栄
・
中
村
勘
太
郎

発
行
責
任
者

　
議

　
　
長

　
川

　
崎

　
直

　
文

　「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
５
０
０
㎖
１
本

分
が
67
円
で
す
っ
て…

」
「
水
よ
り

安
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」
は
、
昨

年
、
生
産
者
の
手
に
入
っ
た
米
の
値

段
。　米

の
小
売
り
値
は
、
そ
れ
程
安
く

な
っ
て
は
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

な
ん
で
す
か
ね
。

　「
地
方
創
生
」
と
叫
ば
れ
る
時
代

と
言
う
の
に
、
地
方
か
ら
農
業
の
大

勢
が
消
え
た
ら
、
地
方
に
人
は
住
み

続
け
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
不
安

に
な
る
桜
の
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
金
元  

記
）

　３月３日の「ひな祭り」。志比南幼児園
で、「子ども達の歌と笑顔がはずむおじいち
ゃん、おばあちゃん」。旧永平寺町の時から
ずっと見られている光景です。
　今回のご紹介は、志比南地区の「高齢者学
級」です。志比南地区の４つの老人クラブの
方々で組織されています。
　スローガンは「生きがい」「健康」そして
「社会奉仕」。学級では親睦、学習、健康増
進の活動を通して社会参加を図っています。
　志比南小学校での志比南地区合同体育祭で
は、園児から高齢者までが全員で参加してい
ます。春の畑づくりに始まりサツマイモや夏
野菜の苗植、夕涼み会、サツマイモ掘り、ふ
れあい会、餅つき会（民生員主催）や伝承遊
びへの協力など、子ども達との交流がもりだ
くさん。子ども達とのふれあい活動でとても
楽しませて頂いていると野崎重志学級長は語
っておられました。
　そして、〝子ども達の発達〟や〝いたわり

の心〟〝やさしさの心〟また〝自然との関わ
り〟など地域の中で愛情深く見守って頂いて
いますという園長先生の感謝の言葉もあり、
お互いになくてはならない存在になっている
ようです。
　学級は公民館活動の一環として誕生し、地
域との繋がりの中で、小学校、幼児園との交
流が始まったとのことです。
　今年も独自事業として、ペタンク大会、輪
投げ大会、映画会（認知症について）など積
極的に活動しています。
　〝少子高齢化社会〟〝高齢者の３～４人に
１人が認知症〟〝認知症当たり前の時代〟と
言われる中で、生きがいと楽しみ、健康と社
会貢献、子ども達との交流を通して生き生き
と頑張る高齢者学級の存在は今後も続けて頂
きたいと思っています。
　また、子ども達にとってもなくてはならな
い存在であると確信したところです。
　　　　　　　　　　　　　　（上田　記）

子ども達と笑顔で交流(^o^)子ども達と笑顔で交流(^o^)

南地区　高齢者学級南地区　高齢者学級南地区　高齢者学級

ひな祭り会

秋のサツマイモ掘り


